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広報うおづ (2) 

6
月
定
例
市
議
会

6
月
定
例
市
議
会
は
6
月
8
日
か
ら
凶
日
ま
で
の
ロ
日
聞
の
日
程
で
開

催
さ
れ
、
正

・
副
議
長
と
監
査
委
員
の
選
任
を
行
い
、
提
出
さ
れ
た
ロ
議

案
は
原
案
ど
白
川
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
決
さ
れ
た
議
案

Jfrill-¥ 

マ
平
成
元
年
度
魚
津
市
一
般
会
計
補

正
予
算
(
第
1
号
)

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
歳
入
歳

出
に
そ
れ
ぞ
れ
二
千
六
百
十
六
万
九

千
円
を
追
加
し
、
総
額
は
百
十
三
億

三
干
十
六
万
九
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

補
正
さ
れ
た
予
算
の
主
な
も
の
は

総
務
費

ふ
る
さ
と
創
生
事
業
「
自

ら
考
え
自
ら
行
う
地
域
づ
く
り
事

業
」
な
ど
約
三
億
九
千
七
百
万
円

民
生
費

松
倉
保
育
園
改
築
事
業
一

千
二
百
九
十
八
万
円

農
林
水
産
業
費

林
業
振
興
費
と
し

て
団
体
営
林
道
事
業
、
山
村
林
業

構
造
改
善
事
業
の
承
認
増
に
よ
る

一
千
二
百
四
十
三
万
円

土
木
費

補
助
事
業
の
承
認
増
に
よ

る
道
路
新
設
改
良
費
一
千
九
百
六

十
万
円
、
道
路
改
良
費
一
千
五
百

六
十
万
円
、
河
川
費
一

千
二
百
万

円
を
増
額
補
正
、
桃
山
運
動
公
園

築
造
費
を
六
千
五
百
二
十
万
円
減

額
補
正
。
こ
れ
ら
の
財
源
と
し
て
、

平成元年7月

分
担
金
及
び
負
担
金
、
国

・
県
支

出
金
、
寄
付
金
、
繰
越
金
及
び
市

債
が
充
当
さ
れ
ま
す
。

マ
平
成
元
年
度
魚
津
市
老
人
保
健
医

療
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

(第

1
号
)

マ
昭
和
臼
年
度
魚
津
市
繰
越
明
許
費

繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

(
自
ら
考
え
自
ら
行
う
地
域
づ
く

り
事
業
)

マ
魚
津
市
農
業
共
済
条
例
の

一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
設
定
に
つ
い
て

マ
経
団
漁
港
区
域
内
の
公
有
水
面
埋

立
に
よ
る
あ
ら
た
に
生
じ
た
土
地

の
確
認
に
つ
い
て

マ
魚
津
市
公
共
下
水
道
港
町
汚
水
中

継
ポ
ン
プ
場
建
設
工
事
の
委
託
に

関
す
る
協
定
(
基
本
)
に
つ
い
て

協
定
の
日
本
下
水
道
事
業
団

相

手

方

理

事

長

吉

田

公

二

協
定
金
額
五
億
円

マ
字
の
区
域
の
変
更
及
び
廃
止
に
つ

い
て

l
朴
谷
(布
施
爪
)地
区

マ
市
営
川
の
瀬
団
地
新
築
工
事
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

般
会
計
補
正
予
算
額

二
千
六
百
十
六
万
九
千
円

請

負

業

者

千
田
建
設
(
株
)
代
表

取
締
役
社
長
千
四
則
行

請
負
金
額
一
億
七
千
四
百
七
万
円

マ
(
財
)
魚
津
市
開
発
公
社

・
(財
)魚

就

任

の

こ
の
た
び
6
月
定
例
市
議
会
に
お

き
ま
し
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
に

よ
り
、
正

・
副
議
長
の
要
職
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
。
誠
に
光
栄
に
存
じ

ま
す
と
と
も
に
、
そ
の
責
任
の
重
大

き
を
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

も
と
よ
り
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

公
正
無
比
な
議
会
運
営
を
は
か
り

誠
意
を
も
っ
て
市
民
の
総
意
を
尊
重

し
、
市
勢
の
発
展
と
福
祉
の
増
進
に

寄
与
す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

近
年
に
お
け
る
地
方
自
治
体
の
行

財
政
事
情
は
誠
に
厳
し
い
情
勢
で
あ

り
、
議
会
の
責
任
と
役
割
り
も
非
常

長

島

議
+
右

津
市
施
設
管
理
公
社
事
業
計
画
書
圃

及
び
決
算
書
類
の
提
出
に
つ
い
て
一

錫
務
範
勿
後
援
物
後

初

明

。

木

下

新

六

六

五

三

番

地

問

関

口

衛

氏
を
魚
津
市
監
査
委
員

四

に
選
任

問

人
権
擁
護
委
員
の
欠
員
に
伴
う
後
町

任

候

補

者

に

問

。
上
村
木
二
丁
目
六
|
十

三

町

波

岡

正

治

氏
の
推
せ
ん
に
同
意
。
…

あ
、、
さ

つ

敬氏正

に
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

当
市
に
お
い
て
も
、
下
水
道
事
業

を
は
じ
め
と
し
て
、
桃
山
運
動
公
園
・

8
号
バ
イ
パ
ス

・
踏
切
立
体
事
業
な

ど
大
型
公
共
事
業
が
継
続
し
て
お
り
、

多
く
の
事
業
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
の
推
進
に
あ
た
っ
て

は
、
市
当
局
と

一
体
と
な

っ
て
よ
り

よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
努
力
し
て
ま
い

り
た
い
所
存
で
あ
り
ま
す
。

な
に
と
ぞ
市
民
の
皆
様
方
の
温
か

い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
就
任
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

副議長

沢崎尚 武氏

友
好
親
善
都
市

職
員
相
互
派
遣
研
修

友
好
親
善
都
市
で
あ
る
井
原
市
と

日
年
か
ら
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
職

員
相
互
派
遣
研
修
に
次
の
各
氏
が
派

遣
さ
れ
ま
し
た
。

期
間
は
、
6
月
刊
日
か
ら
2
か
月

間
で
す
。

マ
魚
津
市
か
ら
井
原
市
へ

主

事

藤

本

作

蔵

主

事

寺

崎

徹

マ
井
原
市
か
ら
魚
津
市
へ

主

事

三

宅

道

雄

主

事

宮

良

人

道雄
さん

マA
X4. 

お
い
し
い
水
、
き
と
き
と
の
魚
、

一
そ
し
て
、
雪
を
頂
く
立
山
連
峰
。

一
す
ば
ら
し
い
環
境
に
恵
ま
れ
た
「
あ

町
お
ぞ
ら
の
街
」
魚
津
市
で
、
こ
れ
か

叩
ら
二
か
月
間
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

間

短
い
間
で
す
が
出
来
る
だ
け
た
く

明
さ
ん
の
人
と
触
れ
、
い
ろ
ん
な
こ
と

却
を
吸
収
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
、

く
お
願
い
し
ま
す
。

宅一一
一良人

さん

F晶『
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地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
魅
力
あ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
す
す
め
る
た
め
魚
津
市
で
は
、
こ
の
資
金
を
ど
の
よ
う
な
使
い
方
を
す
れ
ば
良
い
か
、
市

に
国
で
は
、
全
国
市
町
村
に
一
律
に
一
億
円
を
交
付
し
、
「
自
ら
考
え
自
ら
行
民
の
方
、
と
く
に
青
年
層
の
方
や
市
職
員
な
ど
に
呼
び
か
け
て
、
ア
イ
デ
ア

う
地
域
づ
く
り
事
業
」
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
は
、
皆

様

よ

く

ご

の

提

案

を

い

た

だ

き

ま

し

た
。
た
く
さ
ん
の
方
か
ら
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
そ

存
じ
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

の
数
は
、
百
二
十
七
名
、
二
百
六
件
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

市
で
は
、
提
案
の
中
か
ら
実
施
事
業
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
ま
し
た
が
魚
津

は
「
霊
気
楼
の
見
え
る
街
」
を
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
宣
伝
に

つ
と
め
て
お
り

ま
す
の
で
、
こ
の
霊
気
楼
を
生
か
し
、
活
性
化
の

一
助
に
し
た
い
考
え
か
ら
、

こ
れ
を
中
心
に
次

の
よ
う
な
四
件
の
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
自
ら
考
え
自
ら
行
う
地
域
づ
く
り
事

業
」
の
実
施
計
画
に
あ
た
り
、
市
民
の
皆

様
か
ら
数
多
く
の
ア
イ
デ
ア
を
ご
提
案
い

た
だ
き
ま
し
て
、
厚
く
お
札
を
申
し
上
げ

ま
す
。

雲気楼発生装置

の研究開発

壁
気
楼
は
、
限
ら
れ
た
季
節
し
か

発
生
し
ま
せ
ん
。

い
つ
で
も
見
ら
れ

る
昼
気
楼
で
あ
れ
ば
と
い
う
願
望
も

多
く
あ
り
ま
す
。
霊
気
楼
を
人
工
的

に
発
生
さ
せ
る
装
置
を
研
究

・
開
発

し
、
こ
れ
を
近
く
改
築
さ
れ
る
埋
没

林
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
の
施
設
の
中

に
設
置
し
、
観
光
的
に
も
学
術
的
に

も
活
用
し
た
い
考
え
で
す
。

こ
の
人
工
発
生
装
置
の
研
究
開
発

と
装
置
の
製
作
費
に
あ
て
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

平成元年 7月広報うあ、づ(3) 

市を紹介する

ビテオテープ

の製作

市
に
は
、
し
ん
き
ろ
う
、
没
林

は
た
る
い
か
の
三
大
奇
観
や
、
山
や

川
そ
し
て
海
に
恵
ま
れ
た
自
然
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
伝
統
あ
る
郷
土
芸

能
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
魚
津
の

四
季
を
紹
介
す
る
二
十
分
程
度
の
ビ

.
デ
オ
テ
ー
プ
を
製
作
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
テ
ー
プ
は
日
本
語
版
、

英
語
版
を
つ
く
り
貸
出
し
て
利
用
し

て
も
ら
う
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

タイ王国

チェンマイ市

との国際受流

魚津市特産の

広告塔の設置

国
家
聞
の
相
互
依
存
関
係
の
深
ま

っ
た
今
日
の
国
際
社
会
に
お
い
て
、

国
際
化
は
緊
要
な
課
題
と
な
っ
て
お

り
、
同
際
的
視
野
を
広
め
る
た
め
に

交
流
も
大
切
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

タ
イ
王
国
チ
ェ
ン
マ
イ
市
と
の
友

好
親
善
に
つ
い
て
は
、
三
月
議
会
に

お
い
て
友
好
親
善
都
市
の
提
携
に
つ

い
て
同
意
も
さ
れ
て
お
り
、
八
月
に

は
、
チ
ェ
ン
マ
イ
市
長
ら
の
来
魚
も

予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
国

際
交
流
に
伴
う
経
費
に
あ
て
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

市
特
産
の
果
樹

(
り
ん
ご
、
な
し
、

ぶ
ど
う
)
は
、
味
の
良
さ
で
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
広
く
宣
伝
す

る
た
め
、
北
陸
自
動
車
道
沿
線
に
広

告
塔
二
基
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

由
雄
々
た
る
峰
々
と
広
大
な
日
本
海
。

…
瀬
戸
内
に
は
な
い
景
色
に
感
動
し
な

加
が
ら
、
か
つ
て
な
い
体
験
が
多
く
で

…
き
る
も
の
と
心
を
は
ず
ま
せ
て
い
ま

一
す
。

明
で
き
る
限
り
多
く
の
人
と
触
れ
合

…
っ
て
友
好
親
善
の
一
端
を
担
え
れ
ば

叩
と
思
っ
て
い
ま
す
。
街
で
見
か
け
た

一
ら
声
を
か
け
て
下
さ
い
。

…
………綴

織

……爆

薬

……濁
…畿
…験

…
……………………………
……………………………………
対
策
………
…
一一次
募
集
)

…
魚
津
市
職
員
の
採
用
試
験
を
次
の

釦
と
お
り
行
い
ま
す
。

…
O
採
用
予
定
人
員

向

上

級

一

般

事

務

5
名
程
度

叩

上

級

技

術

一

般

土

木

若

干

名

…

上

級

技

術

建

築

若

干

名

畑

0
受
験
資
格

…
各
職
種
と
も
に
昭
和

ω年
4
月
2

掴
日
か
ら
昭
和
日
年

4
月

1
日
ま
で
に

…
生
ま
れ
た
者
で
大
学
卒
業
程
度
の
学

園
力
を
有
し
、

魚
津
市
内
に
住
所
を
有

…
す
る
者
。

山

o
試
験
日

7
月
初
日
(
日

)

…
O
会
場

富
山
高
等
学
校

向

。
申
込
期
間

7
月
1
日
か
ら

7
月

…

凶

日

ま

で

(郵
送
の
場
合
は
当
日

向

消

印

有

効

)

叩
0
申
込
先

市
役
所
総
務
課
職
員
係

…

宮
②
2
2
0
0
内
容
/
ω
2
2



(4) 

投票日です

7月 iI崎箪阻豊選挙区選出量韓国?担当金
23日(日)は移譲関脇例代表選出諌貝題字の

広報うあ、づ平成元年 7月

。
公

示

日

平
成
元
年

7
月

5
目

。
投
票
の
時
間

午
前

7
時
か
ら
午
後

6
時
ま
で

O
投
票
の
順
序

1
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙

2
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙

の
順
序
に
よ
っ
て
行
な
い
ま
す
。

投
票
は
原
則
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の

投
票
箱
に
投
函
し
て
頂
き
ま
す
。

O
投
票
用
紙
と
投
票
方
法

1
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙
の
用
紙
は

薄
い
黄
色
地
の
紙
に
黒
色
の
イ
ン

ク
で
印
刷
さ
れ
、
こ
の
用
紙
に
候

補
者
名
を
記
入
し
投
函
し
ま
す
。

2
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
の
用
紙

は
白
色
地
の
紙
に
赤
色
の
イ
ン
ク

で
印
刷
さ
れ
、
こ
の
用
紙
に
政
党

(
政
治
団
体
)
の
名
称
、
ま
た
は
略

称
を
-記
入
す
る
。
(
候
補
者
の
名
前

を
書
く
と
無
効
投
票
と
な
り
ま
す
)

。
投
票
の
で
き
る
人

O
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

人、

7
月

4
日
現
在
住
民
票
に
-
記
載

さ
れ
て
い
る
人
で
引
き
続
き

3
ヶ
月

以
上
当
市
に
住
所
を
有
す
る
人
。

0
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
さ
れ
た
人

は
本
年

4
月

4
日
ま
で
に
転
入
届
を

し
、
引
き
続
き

3
ヶ
月
以
上
当
市
に

住
所
を
有
す
る
人
で
す
。

4
月

5
日

以
後
に
転
入
届
を
し
た
人
は
、
前
住

所
地
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

O
選
挙
期
日
現
在
で
満
初
歳

(
昭
和

仏
年

7
月
但
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
)

に
達
す
る
人
は
新
有
権
者
と
し
て
選

挙
権
の
行
使
が
で
き
ま
す
。

。
不
在
者
投
票

0
7
月
お
日
の
投
票
日
に
旅
行
や
出

張
な
ど
で
、
投
票
所
に
行
く
こ
と
が

で
き
な
い
方
は
、
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
す
。
な
お
入
場
券
が
な
く
て
し
も

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
か
ら
投
票

に
き
て
く
だ
さ
い
。

O
期

間
7
月

5
日
附

i

7
月
幻
日
出
ま
で

0
時

間

平
日
、
土
曜
日
、
日
曜
日
と
も
に

午
前
8
時
初
分

i
午
後

5
時
ま
で

O
場

所

市
役
所

2
階
第

2
会
議
室
、
印
鑑

を
必
ず
持
参
く
だ
さ
い
。

。
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

O
身
体
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
人
の

た
め
に
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
の

制
度
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
障
害
者

手
帳

・
戦
傷
病
者
手
帳
を
お
持
ち
の

人
で

一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
人
の

み
で
す
の
で
、

早
め
に
市
役
所
選
挙

管
理
委
員
会
に
お
間
合
わ
せ
く
だ
さ

。
投
票
所
入
場
券

O
入
場
券
は
各
世
帯
へ
郵
送
し
ま
す

が
、
も
し
投
票
日
の
間
近
に
な
っ
て

も
届
か
な
い
場
合
は
市
役
所
選
挙
管

理
委
員
会
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

地
方
二
区
、
向
町
区
、
入
船
区
、

表
向
区
、
上
坂
の
下
一
、

二
区
、

栄
町
区

企
経
団
第

3
投
票
所

ー
江
口
多
目
的
研
修
施
設
で

ム
該
当
投
票
区

立
石
区
、
西
尾
崎
区
、
江
口
区
、

新
江
口
区

企
木
下
新

・
東
尾
崎
地
内
に
造
成
さ

れ
た
「
川
の
瀬
団
地
」の
地
区
民
の
方

は
天
神
第

2
投
票
区
で
、
投
票
所
は

木
下
新
公
民
館
に
な
り
ま
す
。

※
選
挙
に
つ
い
て

の
お
間
合
わ
せ
は

市
役
所
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

(電
話
幻
1
2
2
0
0
内
線
二
三
こ

へ

投
票
所
の
新
設
及
び
投
票
所
の
変
更

企
下
野
方
第

3
投
票
所

j
魚
津
市
総
合
体
育
館
で

ム
該
当
投
票
区

石
垣
新
区
、
印
田
区
、
三
田

二
、
三
区
、
本
江
一
区

企
経
団
第

1
投
票
所

ー
経
団
小
学
校
で

ム
該
当
投
票
区

持
光
寺
区
、
平
伝
寺
一
、

二
区
、

地
方
一
区
、
地
方
元
町
区
、
泉
町

区
、
旭
町
区
、
寿
町
区
、
港
町
区
、

天
王
住
宅
区
、
西
川
原
住
宅
区

企
経
団
第

2
投
票
所

ー
経
団
保
育
園
で

ム
該
当
投
票
区

よく考えて

投票しましょう

よく聞き、



~鉱山
………
……
料
法
律
相
談

魚
津
市
で
は
、
今
年
度
7
月
か
ら

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
を
実

施
し
ま
す
。

相
談
予
定
日
(
原
則
と
し
て
第
四

火
曜
日
)
、時
間
及
び
申
込
み
方
法
な

ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

0
相
談
予
定
日
及
び
定
員

成

3 2 1 ; 12 11 10 9 7 期
月 月 月年 月 月 月 月 月
ー喧申晶由 唱h ー ー ，暗唱酔『 ー'ーーー . ---・ー.ー ・・ ーー .------------------ー ・ - ---

27 27 23 26 28 24 26 5 25 
日 日 日 日 日 日 日 日 日

日( ;'問、、

火 火 火 火 火 火 火 火 火
) 、--- 、--- ) 、--- 、--- 、--- ) 、、圃.，

6 6 6 6 6 6 6 6 12 
‘相談者定員

人 人 人 人 人 人 人 人 人

弁
1 1 1 1 1 l l 1 2 議

人 人 人 人 人 人 人 人 人 士

数

平成元年 7月

O
相
談
時
間

・
午
後
1
時
1
4
時

・
一
人
相
談
時
間
初
分

O
場
所

魚
津
市
役
所

O
申
込
み
方
法

相
談
日
前
日

の
午
後
4
時
ま
で

広報うおづ(5) 

に
市
役
所
市
民
相
談
室

へ
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

一T
W
魚
津
市
釈
迦
堂

l
i
m
-
-

g
n
l
2
2
0
0
内
線

1
6
1

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

(市
民
の
方
を
優
先
に
受
付
ま
す
。)

票
区
の

投
票
場

投票区 投票所の場所 投票区 投票所の場所

片員第 l 片員 小 学校 魚 津第 l 村 木 小 学校

片 貝 第 2 あけび保育 園 魚 津第 2 魚津市勤労青少年ホーム

片 貝 第 3 前東城公民館 魚 津第 3 大町幼 稚園

片員第 4 道坂公民館 魚 津第 4 上口保育園

加 積第 l 加 積 公民館 下中 島第 l 住 吉 小学 校

加 積第 2 魚津勤労者会館 下中 島第 2 下中 島公民館

道 下 第 l 道下保育園 上中 島第 l 上中 島公民館

道 下第 2 道下小学校 上中 島第 2 有山公民館

経 団 第 l 経団小学校 松 倉 第 1 白倉 小学校

経 団 第 2 経団保育 園 松倉第 2 坪野小学校

経団 第 3 江口多目的研修施設 松倉第 3 生活改善センター

天神第 l 天神公民館 上野方第 1 上野方小学校

天神第 2 木下新公民館 上野方第 2 石 垣 公民館

西布施第 l 西布施公民館 下野方第 l 本江小学校

西布施第 2 長引野公民館 下野方第 2 魚津市立図書館

下野方第 3 市総合体育館



業
務
状
況

百
二
十
五
万
九
千
円
の
純
利
益
と
な

O
給
水
人
口
:
:

一二八
、七

四

五

人

り

、
前
年
度
繰
越
利
益
剰
余
金
五
万

O
給
水
戸
数
:
:
:

一
O
、七

一
八
戸
六
千
円
を
加
え
、
未
処
分
利
益
剰
余

O
総
配
水
量
:
四
、
二
ニ
六
、九
八
四
肘
金
は
四
千
二
百
三
十
一
万
五
千
円
と

0
総
給
水
量
:
三
、
一
四
回
、
一
O
八

肘

な

り

ま

し

た

。

O
有
収
率
:
:
:
:
:
:
:
:
:
七
六
・O
%

3

建
設
改
良
工
事

2

経
理
状
況

臼
年
度
下
半
期
に
お
け
る
主
な
実

V
市
道
古
島
中
川
側
線
配
水
管
布
設

日
年
度
末
に
お
け
る
損
益
勘
定
の
施
工
事
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

工

事

五

、
四
五

O
千
円

収
支
状
況
は
、別
表
の
と
お
り
で
す
。

V
市
道
木
下
新
7
号
線
外
1
路
線
配

V
国
道
8
号
魚
津
バ
イ
パ
ス
配
水
管

収
益
は
、
水
道
料
金
や
受
託
工
事
水
管
布
設
工
事
一
三
、三
O
O千
円

布

設

工

事

二

O
、
一
五

O
千
円

収
入
な
ど
で
五
億
九
千
五
十
三
万
二

V
市
道
経
団
駅
線
外
1
路
線
配
水
管

V
市
道
湯
上
浅
生
線
配
水
管
布
設
工

千
円
。

一
方
、
費
用
は
、
原

水

及

び

布

設

工

事

五

、三
九
O
千

円

事

八

、
一
五

O
千
円

浄
水
費

・
配
水
及
び
給
水
費

・
人
件

V
市
道
東
尾
崎
配
水
管
布
設
工
事

V
県
道
富
山
魚
津
線
配
水
管
布
設
工

費

・
支

払

利

息

な

ど

で

五

億

四

千

八

六

、五
O
O
千

円

八

、
四
四

O
千
円

出
七
万
三
千
円
差
引
四
千
二

臨

組

関

……
…
年

度

……
……
下

半

……
……
期

一一一線即日一一一………………………………

J

d

護
軍
機
泌
総
日
一………
……
ぺ観点
一一………
…
・
磁
¥……
以
後獣
Jd

………
…
人
察
隊
拠
隠
f
i
隠滅
…閥……
…
京総

vv

(
寸
，
久
、
t

・FE
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A
-
-
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/
L
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A
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一ノ

3
4
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、i
w
d
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(6) 広報うあ、づ平成元年 7月

収 支

区 ぅy 予算額 に対

上半期 下半期 5十 る吉nJ

給水収益 418，201 215，607 205，397 421，004 % 100.7 

受託工事収益 145，097 40，505 102，176 142，681 98.3 

その他の収益 16，120 8，382 18，465 26，847 166.5 

収益合計 579，418 264，494 326，038 590，532 101.9 

原水及び浄水'f'( 41，700 14，580 19，133 33，713 80.8 

配水及び給水賀 56，489 8，350 29，098 37，448 66.3 

受託工事 1'( 136，830 31，423 103，335 134，758 98.5 

得ゐ、Fし、、 {系 E民 100，627 41，967 45，587 87，554 87.0 

j成 価 111却 'f'i 97，827 -1 96，765 96，765 98.9 

支払利息 158，172 76，695 81，335 158，030 99.9 

その他の費用 800 4 l 51 0.6 

費用合計 592，445 173，019 375，254 548，273 92.5 

(うち職員給与額) 84，542 37，611 48，320 75，931 89.8 

差 日| ム13，027 91，475 企49，216 42，259 

(
平
成
元
年

3
月
末
日
)

月
見
橋
に
か
か
る
水
道
管

給
水
工
事
は
指
定
庖
で

O
(
株
)
マ
ツ
バ
ラ
工
務
庖
本
江
新
町

岱

@
0
9
0
8

0
畠
山
工
業

(

株

)

吉

島

宮

@
5
3
3
0

0
(
有
)
三
共
設
備

北
鬼
江

包

@
1
3
5
0

0
北
陸
水
道
工
業
(
株
)
横
枕

包

@
1
3
5
3

0
石

原

設

備

工

業

所

本

江

告
②
2
9
2
4

0

ユ
ウ
ホ

l
設
備
(
株
)
釈
迦
堂

岱
②

5
7
1
1

0
高

松

工

業

上

口

二

丁
目

岱
②
0
5
4
5

0
(
株
)
水
環
境
セ
ン
タ
ー
吉
島

合

@
7
7
1
1

0
菅

沼

組

村

木

町

包
②

0
4
5
3

0
吉

枝

工

業

(

株

)

文

化
町

宮

@
5
8
3
5

0
中

谷

配

管

工

業

吉

島

二

丁

目

宮
②
3
6
9
8

0
ダ
イ
シ
ン
設
備
(
株
)
浜
経
団

宮

@
5
6
1
1

0
三

水

大

光

寺

岱

@
6
2
6
8

0
(
有

)

宝

田

配

管

所

印

田

宮
②
2
6
8
7

上
村
木

岱
③

6
1
3
3

浜
経
団

宮

@
6
8
0
7

吉

島

宮

@
2
3
1
2

横

枕

宮

@
8
1
9
7

O
山
沢
配
管
工
業

O
後
藤
配
管
所

O
河
崎
設
備
工
業

O
庚
瀬
設
備

さ
わ
や
か
森
と
湖

豊
か
な
緑
と
青
い

水
。
美
し
い
自

然
に
恵
ま
れ
た
森
と
湖
は
、
私
た
ち

の
心
身
を
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
し
て
く
れ

る
ば
か
り
か
、
明
日
へ
の
活
力
を
生

み
出
し
て
く
れ
る
心
の
ふ
る
さ
と
で

あ
り
、
生
活
や
産
業
を
支
え
る
貴
重

な
資
源
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
自
然

を
大
切
に
し
ま
し
は
う
。

…………
判
υ

…一説明…ぷ……
uru--

•• 
E
m
y……
 
司
aaa

、.au
r凡人U
航

ふ
れ
あ
い

地
域
ぐ
る
み
で
山
や
海
岸
の
清
掃

を
実
施
し
、
美
し
い
自
然
を
取
り
戻

し
、
住
み
よ
い
環
境
を
つ
く
り
ま
し

ょ、っ
。



障
子
、
襖
張
り

家
中
、
き
れ
い
に
な
り
、

大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。/ 

校下別会員数(平成元年5月末現在)

平成元年 7月広報うおづ(7) 

(社
)魚
津
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
現
在
二
百
七
十
一
名

の
会
員
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
契
約
高
は
昨
年

7
月

1
日

発
足
し
平
成
元
年

3
月
末
ま
で

9
ヶ
月
で
二
千
六
百
万
円
に
の
ぼ

り
、
ま
た
、
就
業
先
か
ら
は
会
員
の
て
い
ね
い
な
仕
事
ぶ
り
が
大

変
よ
ろ
こ
ば
れ
、
市
内
各
所
で
シ
ル
バ
ー
パ
ワ
ー
が
大
い
に
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
会
員
の
入
会
申
込
み
・
仕
事
の
依
頼
〉

(
社
)
魚
津
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局
ま
で

ご
連
絡
下
さ
い
。

大

村 42 

14 

7 

10 

12 

計

11 6 

18 

6 

4 

7 

7 

女

5 

24 

6 

7 

3 

3 

男

町校下

木 11 

11 

4
4
一H

11 

/1 

上野方一一一一一
41 17 24 江本

46 

271 

34 

2 

16 

7 

29 

13 

5 

144 

15 

26 

19 

20 

15 

2 

126 

3 

14 11 

11 

11 

11 

11 

1/ 

計

積

下

回

神
一
施布西

員

ム
ロ

車圭

天

加
一
道

片



(8) 広報うおづ平成元年 7月

8
月
7
日
(月
)

た 需。宜主

街流1) 学生中 パレ 魚j章
開

て 回
も 七

ドl工キ業高ブ立

tzbz h 

ん タ し女 行
名小g，. ま 子 式
つ せ

込 フ

前夜祭
み ス 事
蝶 ノ、

ーノ_L、. ノ ， • 
) 

E雨

午後 午後 午後 午後
午

後 時
8 7 3 3 

3 
30 11寺 30時 30時 10 H寺

H寺 間分 分 分 分

諏 。11又''1"'':ふ
i 通央中 館 l 通央中 央通中訪 田

神社
j兵 新宿通り 新宿通り 場

1) I 1) I 

座通銀 市l座銀通 所

民会り

J

-
J
 

一唇
一気
楼
の
歌
発
表
会

一

一

to
一

一

8
月
8
日
(
火
)

一

一

午

後

1
時
日
分
か
ら

会
場

サ
ン
プ
ラ
ザ
駐
車
場

(
ス
リ
ー
ク
イ
ー
ン
コ
ン
テ
ス
ト
会
場
)

今
年

4
月
に
削
編
の
応
募
作
品
の

中
か
ら
選
ば
れ
た
、
石
原

一
輝
さ
ん

(東
京
)
の
最
優
秀
作
品
「
し
ん
き
ろ
う

の
見
え
る
街
」
に
曲
が
つ
き
ま
し
た
。

今
後
、
蟹
気
楼
の
歌
と
し
て
魚
津

市
を

P
R
す
る
た
め
に
全
国
的
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
て
い
く
予
定
で

す
。魚

津
市
の
歌
と
し
て
、
皆
さ
ん
に

親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
発
表
会
を

開
催
し
ま
す
。

多
数
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

8
月
8
日
(
火
)

た ( 花

魚市社津会

ち コミ
楼蛋気

( フ
て 日火 び. ンス 一小エ
も
左大

つ アつ 般学生 ス
ん

『炉

スお グ〉 .._...ア 行
名小~ 

側最大規 会
相撲大i五h 

トづ 歌 イ

人 ス
表会発 学生中 ハ

相撲大会

jレ

コ
模 ク ン 事
) 

イ
高校生 サト| 

ン

午後 午後
午 午

午後
午

f表 後 目IJ 時
8 7 l 
30時 50時

6 3 
50時

11 

分 分 時 時 分 時 間

i取
魚津港

魚津神社

サ

訪神社
ン

フ 場
フ

11 11 
ザ

駐車場 所

第

3
回
全
国
大
学
女
子
軟
式
野
球
大
会

8
月
1
日
(
火
)
1
4
日
(
金
)

・
開
会
式
桃
山
野
球
場

8
時
か
ら

・
会
場
桃
山
運
動
公
園
、
天
神
山
野
球
場

-I・e

・-・」
A

-1

-

第

3
回
全
国
大
学
女
子
軟
式
野
球

ム
事
a

f

‘

続
U
0
.司
-t

s

大
会
が

8
月

1
日
(
火
)
か
ら

4
日

ω司
J

明
円
山

一

ぷ
H

P
l
川

ジ

(
金
)
ま
で
、
桃
山
野
球
場
を
中
心
会

一‘
J

場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

¥
引

今

回

の

参

加

チ

|

ム

は

、
新
た
に

秋
田
短
期
大
学
な
ど
が
加
わ
り
日

チ
l
ム
の
予
定
で
す
。

参
加
選
手
一
向
、
皆
さ
ん
の
ご
声

援
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

潮時寝顔醐額融踊轍踊蹴麗踊欝覇麗欄蹴



8
月
9
日
(
水
)

盆 せ 、、、

ス
E雨 込 つ

み お 1T 
蝶 つ
ー/'、-

市内
• 1 

E雨
ノマ

街流
レ 事

し

午
午後

市役所前出発 3午後時分6 0 

後 時
9 

7 
20時

時 分 間

22 '1 銀座通 ・央通中 ・ 1) 1 銀前庖前役市所
m 22 1$ B * A 市座通 1 
通 m コ コ A 館民五 i道 場
1) 通 り l り ~ 1) 木下農協 i 
り iス i ス 1下サ

央通中 2過m2 1 新通宿 庖酒前 プンラ 所

り リ 央通中り i村木支ザ

平成元年 7月広報うあ、づ(9) 

Z

L官

l
l
|

¥
七
夕
ま
つ
ゲ
に
つ
い
て

φ
I
l
l
1
1
1
1
1
1
1
*

l
I
l
l
1
1
1
l
i
l
i
a
-
-
1
1
1
1
hw

タ
l
!

今
年
も
七
夕
ま
つ
り
の
季
節
に
な

り
ま
し
た
。
環
境
美
化
や
防
災
上
か

ら
、
鴨
川、

角
川
な
ど
に
七
夕
か
ざ

り
を
流
す

こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。こ

の
た
め
、
七
夕
か
ぎ
り
は
次
の

よ
う
に
指
定
場
所
へ
お
持
ち
に
な
る

か
ま
た
は
各
自
印
仰
ぐ
ら
い
に
切
っ

て
各
町
内
の
ご
み
収
集
日
に
収
集
場

所
へ
お
出
し
下
さ
い
。

O
日
時

7
月
7
日
(
金
)

午
後

7
時

1

8
時
初
分

O
指
定
場
所大
町
小
学
校
校
庭

魚
津
神
社

当
日
雨
天
の
場
合
は
、

n
u
m
ん、
.コ

FD

C
〈

司

L

い
に
切
っ
て
各
町
内
の
ご
み
収
集
場

所
へ
出
し
て
下
さ
い
。

表

海水
プール

930円

310円

100円

100円

50円

金

之フーーy

ュランド

料

介区



。。広報うおづ

第1期分譲地申込み受付中
〔随時〕

平成元年7月

川の瀬、団地
川の瀬団地 ・第一期宅地分譲地 (国道8号線海側)の分譲申込みの

受付を随時行なっております。

o申込み・問合せ先

魚津市開発公社(市役所3階魚津市開発課) fi22-2200内線371番

こゴ

団
地
命
名
の
由
来
と
な
っ
た

家
持
の
歌
碑
除
幕
式

土
地
取
引
き
の
前
に
届
出
を

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を
行

う
場
合
は
、
契
約
を
結
ぶ

6
週
間
前

ま
で
に
市
町
村
に
届
出
が
必
要
で
す
。

⑦
市
街
化
区
域

2
0
0
0
d
以
上

②
⑦
を
除
く
都
市
計
画
区
域

5
0
0
0
.町
以
上

。
都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域

1
0
、
0
0
0
訂
以
上

な
お
、
個
々
の
取
引
面
積
の
合
計

が
一
定
面
積
以
上
に
な
る
一
団
の
土

地
取
引
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に

届
出
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
市
開
発
課
ま
で
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

g
n
l
2
2
0
0
 
内
線
知

図内案地現



北
陸
三
県
統
一

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

7
月
引
日
r
)
8
月
初
日

ゆとりをも

-
特
別
デ

l
の
設
定

①
交
通

マ
ナ
ー

向
上
の
日
7
月
幻
日

②
高
齢
者
交
通
安
全
の
日

只
U

白
川

1
4
口
μ

③

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

着
用
徹
底
の

日

8
月
日
日

平成元年7月広報うあ、づ

J 

。1)

夏
の
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ミ
ス
日
本
《
2
名
》
来
市

フ
月
初
日
(
木
〉

|
交
通
安
全
に
華
か
さ
と
彩
り
を
|

防
ご
う
非
行

助
け
よ
う

立
ち
直
り

午
後
1
時

i
W
ミ
ス
日
本

2
名
市
長
表
敬
訪
問

午
後
1
時

ω分
1
W
ミ
ス
日
本

2
名
に
よ
る
交
通
安
全
呼
び
か
け

川
原
派
出
所
前
道
路

午
後
2
時
加
分

1
ミ
ス
日
本
と
の
同
伴
撮
影
及
び
サ
イ
ン
会

サ
ン
プ
ラ
ザ
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
タ
ジ
オ

1
、
ミ
ス
日
本
の
自
己
紹
介

2
、
ミ

ス
日
本
の
質
問

コ
ー
ナ
ー

3
、
参
加
者
に
よ
る
ミ
ス
日
本
撮
影
会

4
、
先
着
ぬ
名
の
希
望
者
と

ミ
ス
日
本
の
同
伴
撮
影

5
、
ミ
ス
日
本
の
サ
イ
ン
会
(
魚
津
ょ
い
と
こ

交
通
安
全
色
紙
一

O
O枚
を
ミ
ス
日
本
が
サ
イ
ン
し
て
希
望
者
に
渡
す
。)

夏
の
防
犯
運
動

7
月
引
日
(
金
)
f
)

8
月
初
日
(
日
)

運
動
の
重
点

1
犯
罪
抑
止
活
動
の
強
化

2
少
年
非
行
防
止
活
動
の
強
化

ス
ロ
ー
ガ
ン

。
防
犯
は
日
ご
と
、
家
ご
と
、

地
域
ご
と

。
気
を
づ
け
よ
う
甘
い
言
葉
と
暗
い
道

青
少
年
を
非
行
か
ら

守
る
強
調
月
間

7
月
1
日
i
引
日

重
点
活
動

。
広
報

・
啓
発
活
動
の
推
進

。
環
境
浄
化
活
動
の
推
進

。
家
庭
教
育
の
充
実

。
生
徒
指
導
の
充
実

。
職
場
に
お
け
る
指
導
の
充
実

。
地
域
活
動
の
促
進

。
補
導
活
動
の
充
実
強
化

。
相
談
事
業
の
強
化

主
な
事
業

。
巡
回
補
導
の
強
化

。
有
害
環
境
実
態
の
調
査

。
環
境
浄
化

・
悪
書
の
追
放

。
青
少
年
健
全
育
成
一
斉
啓
発
活
動

⑥第
十 社首
lすを
マる明

白運?

県
内
の
交
通
事
故
は
、
件
数

・
死
者

・
傷
者
と
も

に
増
加
し
、
特
に
死
者
は
前
年
の
多
発
傾
向
を
更
に

上
回
り
、
昨
年
の
死
者
一
一

O
人
を
大
き
く
上
回
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
多
発
傾
向
を
抑
止
す
る
た
め
、
一
人
一
人
が

交
通
安
全
意
識
と
交
通
モ
ラ
ル
を
高
め
、
正
し
い
交

通
ル
ー
ル
と
マ

ナ
ー
の
実
践
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

〔

重

点

目

標

〕

1
、
飲
酒

・
暴
走

・
過
労
運
転
の
防
止

2
、
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

3
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
徹
底

趣

旨「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、

す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
の
防
止
と

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

に
お
い
て
、
力
を
合
わ
せ
て
犯
罪
や

非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う

と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

主

唱。
法
務
省

O
富
山
県
更
生
保
護
事
業
協
会
魚

津
支
部

O
魚
津
保
護
区
保
護
司
会

O
魚
津
市
更
生
保
護
婦
人
会

O
魚
津
市

B
B
S会



:
宝
仙
菌
EE
iq
作
r
n
)..s
τ
ペ
ミ
什
I党、
宣
S

~
骨
ペ
τ
仕
打
羽
詰

l時
H

，
~
子
炉
当
打
議

同
八
相
"
^
-
斗
守
「
守
幸
~
0
陪
今
弓
:

蓬
薬

J
~
3

é"
-"

^-
τ
ペ
ペ
同
打

EE
E宇

田
f滑
に
;
う
む
〉
叶
江
剛
期
3
rt
。汁
「
事
件

ヰ
州
市
殺
到
*
温
獄
図
iゆ
同
特
討
l詞
，-
f-
j

3
~
ト
喜
5
遁
世
界
(
洋

)r
う
洲
湖
打
田
∞
こ
図

。
，
占
'
h
-
打
剛
端
、
℃
べ
ぐ
¥ゐ
壁
面

「
す
「
滞
~
号
:
"
て

'~
"-

)代
)-

!(
非

)

| | 判 明 詩 討 判 斗 酒

d
〆

トペ
~I

lt
R:
3
国

1>
十

・

苅
制
・
持
株
1
I
 • 
~雲
南

.
~梨

4m
t

知
蛍
汁
主
事
ポ
・
沖
n~

þ-
~
事
芯

¥
，
J
ぇ
'
<
}
)
.
J
鴻
き
E

。斗
r:
¥
3
e"
-け

剛
縮
、
ミ
V
代
、
2
沿
盟
田

酒
量
細
切
刻
*
~
鴻
困
ゆ

幻
て
~
~
~
~
~
(
葬
)

lS
 

14
高 |自 |益 I
~長 I
 11! 
.1 
1泌
l'
i甫
'

，q
f
て
き
ト
~
繋
r
Y
日
斗
1
f
t
十
♂
同
声
3

E
ゎ
τ
0""-
"
^
-
湘
さ

tB
ì

lm
l}
3
洋~

þ-
，<
::t 

τ
吟
~
r
う
3
é
"
-
か
円
前
f合
同主

主{
司事

-\
i-

立

高
層
洋
吉
，F
存
帰
陣
J
~
 ト
ペ
b
荊
紗

。汁
「
事
件
バ
コ
吟
r
Y
時
時
¥
3
回

Jト
芦
明
言
宇
~
肺
結
ペ
，
r
Y
i
 ~.:

 U
 ~.

: 

U
 J
 '
-
1
¥
'々
二
入
信
長
〉
打
判
包
さ
E5
5τ
吟

こ~
ì(
や
滞
謹
3
剛
隣
市
長
控

，知
痔
時

g!
l

，叫
言
葉
附
己
主
fキ
芦
rt
 0""
-
とナ
有
25
さ
25
5

~-
-.

jo
ー
ミ
二
、
尚
三
~
3
結
H
碑~

$0
""

-ト

ペk
掴
瀞
!
0
(
7
，
体
制
ペ
芦
0
"
"<
51
蒔
弓
:

凶
事
3
rt 
0
"
"
-
守
特
色
苫
昂
占
伊
f
う
滞

~
3

-r
-と
子
持
君
主
主
誠
燕
と
主
(
部
尚
三岩

淵
湖
)
部
H
E
]

，~
'-

1
1、
久
保
〉

(7
 

「
事
件
芦
F
ご
平
均
伸
被
対
*D
TI
}
沖
nき
洋
→
J
j
:

32
ペ
「
什
台
帳
宣

~
~
;
匝
満
喜
洋
特
望
日
毛

布
討
l詞
，-1
ミ
1
-.::
:;守
T
打
凶
器
肺
結
什
滞

謹
3
i
'-
1¥
、二
入信
長
>-
J
江
o瀧
対
ヨ
十
時

捧
)
ト
ペk
温
議
掴
瀞
l沖
n翠
一
、
¥
'
rT 

g!
l持
(葬
)W
時
H
で
よ
え
ー
と
全
勢
国

。r
Y
rt 
3
什
に
ψ
'h-，
rき
か

>
-
，
打
ロ
3
ト
ペ
h
暗
号
寸
代
今
村
'τ
「

τ
む?
ペ
八
時
t

，~
尚

1J
占
~
ペ
芦
F

信長
打
53
簿
予
te
"-
、
ln: 
-1'
北
，汁
事件

。斗
*
芦
~
~
H
l
什

τ
吟
江
八

陣
ψ
中
小
3
か
斗
制
~
同
}
ペ
，
r
Y

g
!l
Ë罰

3
u
l
"̂
-
吟
江
r合
ペ
，
r
Y
ー
ベ
u
3

'-1¥
 
，々
~
3
審
判
存
在

.:
u
 ~.:

 u
 ，
占
仕

ペ
芦
-
r
-
ð
伝
記
打
53
闘
灘
小
滞
~
部
ヨ
+

。汁
「
事
件
:
宝
仙
蹴
>
-

，と
主
的
~
0
"
"

-サ

ヨ
十
部
j昏

，と
~
~
3

台帳)
IlI

n}
>-' 
3
什立
三

(ロ
昨日
:)
存
黒
こま
さ事

「
郭
滞
3
柑
」
同時

.
&
1
浦
湖
滴
0

ぬ
十
三
E
、=ユ
¥、、

「
明
知
」

(
回
予
)

温
高
崎

(タト
こ立
トァ
)

ポ
丑
田
凹
}
「対
」
国
帯

E事
湘
滴
o

i
@
寸
誌
J
IDf時

.
>
十
湘
満
0

(
田
部
前
)

こ~
]
同
充
詩

降
!!?よ

守
一
入
信
呼
〉

)I
D~
)倒
壊刻

*田
}効

n番
待
特
設

(
非
)
糠
ト
4
づ
す
よ
ス
ー
よ
か
サ
回 idM
 

に
11

日 掛 L V 伊， U . ( ー ト
占

)
 

弘法
M

凋
〒
円

と巴
月

湘
言
語
*
満



日
参

組

夏
休

教
室

『縄
文
土
器
を
る
』

。
と
こ
ろ
吉
田
記
念
市
立
郷
土
館

。
募
集
対
象
及
び
人
数
小
学
校
5

-
6
年
生
お
名
(
父
母
の

参
加
可
)

。
実
施
日
及
び
内
容

8
月
日
日
(木
)
9
時
1
日
時

粘
土
で
縄
文
土
器
を
製
作

8
月
刊
日
(
土

)
9
時
1
ロ
時

縄
文
土
器
の
野
焼
き

。
参
加
費
一
人
制
円
(
材
料
費
な
ど
)

。
そ
の
他

8
月
刊
日
は
昼
食
持
参

。
申
込
み
先
市
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
宮
②
2
2
0
0
(
州
)

総
監
紘
一波
浮
感
激
潔

手
を
つ
か
い

、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
表
現
す
る
手
話
を
習
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。
短
期
間
で
手
話
の
基
本
か
ら
簡
単

な
会
話
ま
で
学
ぶ
予
」
と
が
で
き
ま
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
ど

う
ぞ
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

マ

期

間

7
月
初
日
か
ら
8
月
訂

日
ま
で
の
毎
週
木
曜
日

午
後
6
時
初
分
か
ら

8
時
初
分
ま
で

魚
津
市
民
会
館

7
月
刊
日
(
水
)
ま
で
に

平成元年 7月広報うおづ

マ
時

問

マ

場

所

マ
申
込
み

(13) 

諸

島

目

印
ミ
リ
腺
簿
技
術
講
習
会

。

と

き

7
月
白
日

1
8
月
2
日

(
毎
日
)
、

4
日

午
後
6
時
1

9
時

。
と
こ
ろ
本
江
公
民
館

。
募
集
人
員
約
同
名

。
受
講
料
一

0
0
0円
(テ
キ
ス
ト
代
)

。
申
込
み
、
問
合
せ
先

魚
津
市
教
育
セ
ン
タ
ー

宮

@
2
4
9
5

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

包
②
2
2
0
0
(
州
)

7
月
刊
日
ま
で
に
電
話
で
申
込
み
く

だ
さ
い
。

告

市
社
会
福
祉
課
福
祉
係

包
②
2
2
0
0
内
線
問

刷ー同E

~一一\

グ月9日(EI
Li市民会館J)

市苧青年団

認隼冒窃包富田

第
お
回
を
迎
え
る
青
年

祭
が
今
年
も
盛
り
だ
く
さ

ん
の
内
容
で
開
催
さ
れ
ま

す
。意
見
発
表
、
コ
ー
ラ
ス
、

郷
土
芸
能
、
文
化
作
品
の

展
示
な
ど
市
内
の
青
年
が

日
頃
の
活
動
の
成
果
を
発

表
し
ま
す
の
で
、
多
数
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

r-=・

こ
ば
と
児
童
セ
ン
タ
ー

包
⑧
2
4
0
2

〈

7
月
の
行
事
〉

。
七
夕
の
つ
ど
い

7
日
(
念
4
時
i

O
ク
ッ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
同
日
(
日
)

※
新
し
く
ク
ラ
ブ
に
入
り
た
い

人
は
、

9
日
ま
で
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

会
パ
ス
ハ
イ
キ
ン
グ
の
お
知
ら
せ
H
H
・

・
と
き

8
月
2
日(水)

・
行
き
先

富
山
県
立
山
山
麓
家

族
旅
行
村
(
予
定
)

・
対
象
市
内
の
小
学
生

(
セ
ン
タ
ー
利
用
者
)

・
定
員

ω名

希
望
者
は
、
参
加
費
削
円
(保

険
料
な
ど
)
を
添
え
て
、
7
月
日

日
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次

第
し
め
切
り
ま
す
。

可
4
1
4
4
4
4
4
1
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

・・41
4
e
、4
1
J4

一
第
沼
田

一

一
越
禽
包
祉
爽
禽

一

一
V

日
時

7
月

日

日

(

土

)

一

一

午

後

1
時

初

分

一

一
v
場
所
市
民
会
館
大
ホ
|
ル
一

一
v
ア
ト
ラ
ク
ン
ヨ
ン
、
都
山
流
尺
八
一

一
石
垣
征
山
氏
(
市
出
身
)
ほ
か

千

一
v
主

催

魚

津

市

一

一

魚

津
市
社
会
福
祉
協
議
会
一

一

魚

津
市
善
意
銀
行

一

γ
ト
F
ト
P
ト
ト
ト
P

}
ト
ト
P
ト
ト
ト
P
ト
P
ト
P
ト
P
ト
P
ト
P

L

L・一-

催

物

名

美
原
企
画

・

夢
の
演
歌

三
大
競
演

魚
津
市
連
合

青
年
団

・
第

お
回
青
年
祭

魚
津
市
社
会

福
祉
協
議
会

.
第
諸
国
魚

津
市
社
会
福

祉
大
会

新
潟
県
教
育

映
画
社

・
有

料
ま
ん
が
映

画
会

• 
4
日
(
火
)

m
l時

9
日
(
臼
)

馴

9
時

初
分

日
日
(土)

m
l時

PM AM 16 
1 10日
時時 E

と

き

当
日
券

大
人

・

小
人
共

八

O
O円

入
場
料

前
売
券

特
別
指
定
席

一一一、
0
0
0
円

A
指
定
席

ニ
、
五
C
C
同

B
指
定
席

ニ
、
0
0
0
円

鉦

料

鉦

料

街
頭
献
血
に
ご
協
力
を

。
日
時

7
月
日
日
(
土
)

午
前
日
時
1
午
後
3
時
初
分

。
場
所
魚
津
市
サ
ン
プ
ラ
ザ
前
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広報うあ、づ平成元年 7月

市民スポーツの祭典三て
乙

み
ん
砲
の
司

A
W
E
V

市
民
体
育
大
会
総
合
開
会
式

総

合

体

育

館

午
前

8
時
加
分

7
月
刊
日
(
日
)

広
く
市
民
に
ス
ポ
ー
ツ
を
普
及

・
振
興
し
、
健
全
な
心
身
の
増

進
と
競
技
力
の
向
上
を
目
的
と
し
て
第
お
回
魚
津
市
民
体
育
大
会

を
別
表
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

大
会
に
つ
い
て
の
問
合
せ
は
市
教
育
委
員
会
へ
。

E
n
|
2
2
0
0

内
線

4

5
1

僧
ヶ
岳
清
挽
登
山

f
 

新
川
山
岳
会

O
と

き

7
月
お
日
(
日

)

/

O

コ
ー
ス
烏
帽
子
尾
根
コ
ー
ス

{

O
集
合
場
所
魚
津
市
役
所
(
午
前
/

6
時
ま
で
に
集
合
)

O
携

行

品

昼

食

、
雨
具
、
健
康
保

険
証
、
タ
オ
ル
な
ど
。

O
参
加
費

7
0
0
円
(
保
険
料
、

交
通
費
)

O
申

込

み

先

村

崎

竹

義
宮
②
1
5
3
3

No. 種 目 4重 日Ij 期日 場 所 l14l寺日企1'1司台 備考

スポーツ少年Fl1 7 JJ 9 11 i国"，グラウンド 9: 30 

|陸上競技 小 ザ区 ~~ -!J.: 7 JJ 9 l:l " " 
J也弁I わt 7 JJ 9日 " " 
一般 男女 " " " 
スポーツ少年トJ1 7 JJ 16日 :ri 内 i~，t 水プール 9: 30 

2 水 i水 '-1" !自字'hLt : 91 女 " " " _ ~ít ~~女 " " " 
30 品医 .1-) J'. " " " 
スポーツ少年1-，11 7月68.16臼 相主 LLJ ~'f- J;J< JJ.!j fl!!. 9:00 

3 軟式 ~Ij' f;j( 
"， 小ーA 男 女 7 J J 15 ~I ltt ;~II 相Iltt tγ: +土 14: 00 
- ~:.t Y3 女 5JJ71:l- 災事111.11. tjU.LI ~l f・ f;RJJ.!j 自:00

スポーツ少年I.Jj 7 JJ 1 1オ 訂正h 小 さf:校 14 :00 
"， ザ:女子 7 ) J 15 ~I 間百11 "， q:校 14: 00 

4 ソフトボール 地.~ぇ 区 対 抗 7 JJ 161:l I~ m¥ "， 小 tf'B也it ヒ 日 00
自1経立 告Ii} 入 6 J J 4日 !，'. JJ inf 111 9:00 
_ Ilit ljJ チ 6月II日~ 予三 事11山 野球場 日:00 泊Ij--!.l_'

スポーツ少年七J1 7 JJ 161:l イド il 小学十交 10:00 

5 バレーボール '1' 苧市立 93 女 " 阿古1¥ "， 'γhど " _ liit ~~ -!.l_' " " " 
家品主婦人 1/ " 1/ 

中 学骨'KL : 9j 女 7 JJ 161:l 総{~体育館 9:30 

6 ノ〈ドミントン
- ff.t ')3 女 1/ " " 
30 ，~\l:以 上 ljJ -(- " " 1/ 

家 庭婦 人 1/ " " 
スポーツ少年間 7 JJ 161:l 総イ子 体 行自立 9:30 

7 柔 道 小 学自立 ljJ -(- 1/ " " _ liit 1)1 -(- " " " 
8 ア 一 ス

一 般 ljJ -(- 6 JJ 251:1 ミフージュ ・市営コート 8:00 
A.B.Cクラス " " " 

9 Ijf i芭
スポーツ少年1.11 7 JJ 161:l * 汚1¥ "， q: 校 10:00 
一 般 ~J イー " " " 
スポーツ少年l・11 7 JJ 16日 総合 f* ff 館 9: 30 
"， 般'(:男女: " 

1/ 

" 
一 男女 " " " 10 ー"・'- 球 30 ，次以 卜. " 

1/ 

" 40 ，次 .1-:1. _I .. " 
1/ 1/ 

50 ，~\l:以 上 " 
1/ 1/ 

家 Jii. 品If 人 1/ 1/ 1/ 

スポーツ少年FI1 7 JJ 16日 続 UI ;J、 q: +土 10:00 

11 'ニ~二ニ 手 1zl・， !c{': ~J -(・ " " " 
校自立 1)J -(- 1/ " 1/ 

一 男子 1/ 1/ 

" 
パスケ y ト

スポーツ少年トJj 7 JJ 161オ ，~('. i It ヨ二 :!f; i:':j +土 10: 00 
12 ポール 1'1' 勾自止と 男 女 " 

1/ 1/ 

一 男子 " 
1/ 

" 
スポ_.:;少年l・11 7 JJ 16日 大 i町小:"f:校 9:00 

23 剣 J芭 中 学自立 男女 1/ " " 
一 事~ !.l_- " 

1/ 1/ 

14 軟式テ ニス "" !両芋立: 男 女 7 JJ 161:l ilj 'i;¥' コート 10:00 一 男女 1/ 1/ 1/ 

ï~':j 十両文立 ljJ 女 7 JJ 161:1 ij Jll ‘ JJ.!j 9:30 

15 i=j jI[ 一 男子 1/ 1/ 

" 
.:fl 年男子 " " 1/ 

スポーツ少年FI1 7 JJ 161:l 来百1¥ 小 ザ:校 1¥:00 

16 サ ソ カー rl" !自学立 !)~ O( " " " 
一 男子 " " 1/ 

17 ラグビー スポーツ少年間 7月16日
-=h" }:.tj IJ、 ザ: 十支 10:00 

一 般~~ '( " " " 
18 ク レー射幣 一 般1)J 子 7 JJ 161:l tll~ 総イ.~ q・I 峡 J~j 13: 00 

19 
，ξ勺ー

一 般~~ ~(- 7 JJ 16日 fjミソf 小 学校 10:00 
リフテ イング

20 ゲートボール ずH ・~ 両{i 1門ー 7 JJ 16日 大町小学校 9:00 

ビーチ
18歳以上 ，35;次

21 以各上 45段以J' 7 JJ 16日 :，I{ J:.1j 小 学校 9:30 
バレーポール

一般男女の古1¥

8
月

つ

会

8
月
の
歩
こ
う
会
は
、

6
日
(
日
)

に
、
パ
ス
で
黒
沢
下
車
、
福
平
|
開

拓
団

l
奥
東
城
|
島
尻
へ

と
約

8
M

余
り
歩
き
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
、
当
日
午
前

7
時

ω念
ま
で
電
鉄
魚
津
駅
前
に
お
集
ま

り
く
だ
さ
い
。
昼
食
持
参
。
(
交
通
費

は
各
自
負
担
)

マ
時
間

マ
場
所

マ
受
講
料
一

人
四
千
円

マ
定
員
先
着
初
名
ま
で

マ
そ
の
他
シ
ュ
ー
ズ

、
ウ

ェ
ア
は

各
自
持
参
の

こ
と
。

申
込
み
等
く
わ
し
い

こ
と
は
、
7

月
お
日
ま
で
に
魚
津
市
テ
ニ
ス
協
会

事
務
局
(
ビ
ギ
鈴
木
)
へ
。

宮
お
1
0
4
6
0



(8) 広報うおづ平成元年 7月

8
月
7
日
(
月
)

た 需。宜主

街流1) 学生中 パレ 魚j章
開

て 回
も 七

ドl工キ業高ブ立

tzbz h 

ん タ し女 行
名小g，. ま 子 式
つ せ

込 フ

前夜祭
み ス 事
蝶 ノ、

ーノ_L、. ノ ， • 
) 

E雨

午後 午後 午後 午後
午

後 時
8 7 3 3 

3 
30 11寺 30時 30時 10 H寺

H寺 間分 分 分 分

諏 。11又''1"'':ふ
i 通央中 館 l 通央中 央通中訪 田

神社
j兵 新宿通 り 新宿通り 場

1) I 1) I 

座通銀 市l座銀通 所

民会 り

鮎
師

夢
枕

氷
の
森

大
沢

幕
は
お
り
た
の
だ
ろ
う
か林

真
理
子

つ
ぐ
み

吉
本
ば
な
な

ル
・
パ
ス
タ
ン

池
波
正
太
郎

天
涯
の
花

沢
田
ふ
じ
子

頚
れ
た
神
々

上

下

西

村

寿
行

太
閤
さ
ま
の
虎

杉

本

苑

子

眠
り
の
森

東

野

圭

吾

金
沢
望
郷
歌

五

木

寛

之

さ
よ
な
ら
リ
ト
ル
ガ

l
ル落

合

恵

子

夜
の
長
い
叫
び

森

琢

子

マ
ダ
ム
・
キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
の
わ
め
き

米
谷
ふ
み
子

津

本

陽

上
下森

平成元年 7月

気 美か亭 ち決うサ天病藤暮おコ
ま 味 ら主 ょ断法ラ 皇め ノらしラ
ま しだはっと リのる木しゃム
な 〈 い ほっ と誤 l 門裁 古のれは 〈 新
お 文 料 ぐら 素断マ番判墳中 30笑 ー し
弁 学 理しい適 ン のの・うい
当・ののよに イ 主危 30 般 本
箱 小 カ健 二 ヤ は険 〉 か
説 ン 康こな 誰 ら
太 〉 小ど 新 体 西臼 ろ 池国 奴 り読渡 黒 か 島古小
田 林 ニ 井 操川 井 美 井谷 と 番売部岩 野舘林
カ ろ 勢 人 つ の新 伊
治ツ節津美 誠 き 会開保重 知 信
子 代 男 子 喜 優朗 あ 編張夫吾 康郎彦
@争@@@@0争@@~@@@~争~@<S争@⑤災海令@似鈴持取鈴潟令~

7月のスポーツごよa歩 3 
ところ li

品
目申
品
持
品
品
マ
品
品
マ
品
品
〉
合
川v
品
A
V

鎮
西
八
郎
為
朝

狩
人
は
眼
ら
な
い

広報うおづ(15) 

J

-
J
 

一唇
一
気
楼
の
歌
発
表
会

一

一

to
一

一

8
月
8
日
(
火
)

一

一

午

後

1
時
日
分
か
ら

会
場

サ
ン
プ
ラ
ザ
駐
車
場

(ス
リ
ー
ク
イ
ー
ン
コ
ン
テ
ス
ト
会
場
)

今
年
4
月
に
削
編
の
応
募
作
品
の

中
か
ら
選
ば
れ
た、

石
原
一
輝
さ
ん

(東
京
)
の
最
優
秀
作
品
「
し
ん
き
ろ
う

の
見
え
る
街
」
に
曲
が
つ
き
ま
し
た
。

今
後
、
蟹
気
楼
の
歌
と
し
て
魚
津

市
を
P
R
す
る
た
め
に
全
国
的
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
て
い
く
予
定
で

す
。魚
津
市
の
歌
と
し
て
、
皆
さ
ん
に

親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
発
表
会
を

開
催
し
ま
す
。

多
数
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

潮時寝顔醐額融踊轍踊蹴麗踊欝覇麗欄蹴

8
月
8
日
(
火
)

た ( 花

魚市社津会

ち コミ
楼蛋気
(フ

て 日火 び. ンス 一 小エ
も
左大

つ アつ 般学生 ス
ん

『炉

スお グ〉 .._... ア
行

名小~ 

側最大規 会
相撲大i五h 

トづ 歌 イ

人 ス
表会発 学生中 ハ

相撲大会

jレ

コ
模 ク ン 事
) 

イ
高校生 サト| 

ン

午後 午後
午 午

午後
午

f表 後 目IJ 時
8 7 l 
30時 50時

6 3 
50時

11 

分 分 時 時 分 時 間

i取
魚津港

魚津神社

サ

訪神社
ン
フ 場
フ

11 11 
ザ

駐車場 所

第

3
回
全
国
大
学
女
子
軟
式
野
球
大
会

8
月
1
日
(
火
)
1
4
日
(
金
)

・
開
会
式
桃
山
野
球
場

8
時
か
ら

・
会
場
桃
山
運
動
公
園
、
天
神
山
野
球
場

-I・e
・-
・
」A
-1

-

第
3
回
全
国
大
学
女
子
軟
式
野
球

ム
事
a

f

‘

続
U
0
.司
-t

s

大
会
が

8
月
1
日
(
火
)
か
ら
4
日

ω司
J

明円
山

一

ぷ
H

P
l
川

ジ

(金
)ま
で
、
桃
山
野
球
場
を
中
心
会

一‘
J

場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

¥
引

今

回

の

参

加

チ

|

ム

は

、
新
た
に

秋
田
短
期
大
学
な
ど
が
加
わ
り
日

チ
l

ム
の
予
定
で
す
。

参
加
選
手
一
向
、
皆
さ
ん
の
ご
声

援
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

狭
在
昌

借
り
出
し
は
、
ひ
と
り

3
冊

2
週

間
ま
で
で
、
無
料
で
す
。

訪t

富
山
県
民
体
育
大
会

総
合
開
会
式
開
催
(
桃
山
野
球
場
)

8
月
6
日
(
日
)
午
前

9
時
叩
分

@ 

第
位
回
富
山
県
民
体
育
大
会
夏
季

大
会
が
、
魚
津
市
を
中
心
開
催
地
と

し
て
行
わ
れ
ま
す
。

魚
津
市
選
手
団
の
応
援
と
活
躍
を

見
学
し
、
あ
な
た
も
県
民
体
育
大
会

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

。
と
き

8
月
6
日
(
日
)

-

集

合

9
時

魚
津
市
役
所
前

i

解
散
4
時

。
コ
l
ス
・
会
場
市
内
及
び
近
隣

市
町
村
(
新
川
地
区
中
心
)

O
開
会
式
桃
山
野
球
場

。
各
競
技
観
戦
は
、
市
選
手
団

の
参
加
状
況
に
よ
り
決
定

。
定

員

お

名

(定
員
に
な
り
次
第

締
切
り
ま
す
)

O
参
加
料
無
料
(
昼
食
持
参
)

O
申
込
み
方
法
及
び
問
合
せ
先

7
月
1
日
i
白
日
ま
で
に
、
企
画

広
報
室
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

g
n
|
2
2
0
0

内
線
問

と き qi- 事 名

2日(日)
市長杯バレーボー

ル大会

総合体育館

9日(日)
県クラブカ ップバ

レーボール大会

16日(日)
第38回魚津市民体

市 内
育大会

」

23日(日) 県スポーツ少年団 天神山

.25日(刈 軟式野球大会 桃山野球場

-. 
県スポーツ少年団 天神山

ソフトボール大会 野球場

23日{日)

県スポーツ少年団
総合体育館

バドミントン大会

=一

¥
1
r
1
J

魚
津
市
で
は
、
初
め
て
県
民
体
育

ピ

{

。

、

一

大
会
開
会
式
を
桃
山
野
球
場
で
開
催

h
i
l
l
-
-
l

唱
し
ま
す
。
県
内
凶
郡
市
の
選
手

・
役

戸

l

L

J

刈
員
が
入
場
行
進
、
式
典
に
参
加
し
た

7
月
の
日
曜
開
館

側
去
、

/
f
i
l
l
¥

?
f
各
競
技
に
熱
戦
を
繰
広
げ
ま
す
。

会

7
月
9
日

(第
2
日
曜
)

似

ま
た
、
午
前
日
時

ω分
か
ら
は
、

翌
月
曜
は
休
館
で
す
。

械

市
内
の
婦
人
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
者
御
名

※

7
月
お
日

(第
4
日
曜
)
ま
参
議

出荷
こ
よ
る

「
せ
り
込
み
蝶
六
」
「
魚
津

l

l

仲
;

院
選
挙
の
た
め
、
休
館
で
す
。

一明
音
頭
」
の
実
演
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

7
月
M
日
(
月
曜
)
は
開
館

骨

が
行
わ
れ
ま
す
。

久
町
J
攻

/
E

例

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

J

4
，
4
1・-

似

い
ま
す
。

食

7
月
ロ
日
(水
)

ぬ

:

:
)

附
一参
加
者
募
集
l

i

l

i

-

-

M
け
い
れ
い
じ

一
富
山
県
民
体
育
大
会

観
戦
パ
ス

お
知
ら
せ

組
成

7
1
ル

室
内
温
水
プ

l
ル
で
は
、
夏

休
み
期
間
中
(
7
月
幻
日
1
8
月

白
日
)
の
平
日
(
火
曜
日

i
土
曜

日
)
、
開
館
を
午
後
1
時
初
分
か

ら
と
し
ま
す
。
こ
の
夏
、
水
泳
を

通
じ
身
体
を
鍛
え
ま
し
ょ
う
。

※

7
月
日
日
(
日
)
は
、市
民
体
育

大
会
(
水
泳
競
技
)
の
た
め
、

一

般
開
放
は
中
止
い

た
し
ま
す
。
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水

道

川
川
下

下
水
道
の
役
割
は
時
代
と
と
も
に

変
わ
っ
て
い
ま
す
。
目
世
紀
ま
で
は
、

雨
水
の
排
除
に
よ
る
浸
水
の
防
除
と

汚
水
の
速
や
か
な
排
除
に
よ
る
住
宅

地
周
辺
環
境
の
向
上
が
大
き
な
目
的

で
し
た
が
、
最
近
で
は
便
所
の
水
洗

化
に
よ
る
居
住
環
境
の
改
善
も
主
要

な
目
的
の
一
つ
に
な
り
ま
し
た
。

当
初
、
下
水
道
は
処
理
場
を
持

っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
れ
は
当

時
の
衛
生
思
想
が
、
自
己
の
汚
水
を

生
活
空
間
の
外
へ
流
し
出
す
と
い
う

程
度
の
も
の
で
あ

っ
た
た
め
で
す
。

し
か
し
、
人
口
の
増
加
に
伴

っ
て

汚
水
が
増
大
し
、
伝
染
病
が
発
生
す

る
よ
う
に
な
る
と
下
水
道
も
処
理
施

設
を
必
要
と
す
る
よ
う
に
な
り
、
新

た
に
水
質
保
全
と
い
う
重
要
な
役
割

を
担
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
日
、

下
水
道
は
、
健
康
で
快
適
な
生
活
環

境
の
確
保
と
公
共
用
水
域
の
水
質
の

保
全
を
図
る
た
め
に
不
可
欠
な
施
設

の

~'" t又

害。

と
な

っ
て
お
り
、
具
体
的
に
は
次
の

よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

①
浸
水
の
防
除
(
雨
水
の
排
除
)

わ
が
国
で
は
年
間
約
一
、
八

0
0
ミ

リ
の
降
水
量
が
あ
り
、
雨
水
に
よ
る

被
害
は
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
浸
水
に
対
処
す
る
た

め
、
都
市
内
に
降
っ
た
雨
水
を
速
や

か
に
排
除
し
、

浸
水
の
防
除
を
行
う

こ
と
が
下
水
道
の
重
要
な
役
割
の
一

つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
雨
水
は
、
道

路
側
溝
や
河
川
を
通
し
て
排
除
さ
れ

ま
す
が
、
都
市
化
の
進
展
し
た
地
域

で
は
在
来
水
路
の
不
足
に
加
え
て
、

緑
地

・
空
地
の
減
少
と
舗
装
の
増
加

に
よ
り
雨
水
の
浸
透
及
び
貯
留
能
力

の
減
少
な
ど
に
よ

っ
て
雨
水
の
流
出

量
が
著
し
く
増
大
す
る
た
め
、
都
市

型
水
害
へ
の
対
応
と
し
て
の
下
水
道

整
備
が
必
要
と
な

っ
て
い
ま
す
。

接
続
し
、
終
末
処
理
場
で
充
分
な
管

理
の
も
と
で
処
理
を
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
周
辺
環
境
を
改
善
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

②
生
活
環
境
の
改
善
(
汚
水
の
排
除
)

人
の
生
活
あ
る
い
は
生
産
活
動
に

伴

っ
て
生
ず
る
汚
水
が
速
や
か
に
排

除
さ
れ
ず
、
住
宅
地
周
辺
に
停
滞
す

る
と
、
「
か
」
や
「
は
え
」
の
発
生
源
と

な
っ
て
周
辺
環
境
は
悪
化
し
ま
す
が
、

下
水
道
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、

汚
水
は
速
や
か
に
排
除
さ
れ
て
周
辺

環
境
は
向
上
し
ま
す
。
ま
た
、
個
々

の
住
宅
に
お
い
て
、
し
尿
を
く
み
取

り
便
所
に
貯
留
す
る
こ
と
は
非
衛
生

的
で
、
悪
臭
や
バ
キ
ュ
ー
ム
カ
ー
の

横
行
な
ど
の
好
し
く
な
い
状
態
と
な

り
ま
す
。

水
洗
便
所
に
よ
り
公
共
下
水
道
に

公

す

環

工
特

施
た

は

し

れ

始

け

聞

な

用

で
供

応
で

事

部

工
一
{
疋

の

指

崎

の
尾

次

東

は
、
事

新

工
下

の

木

備

ん

び

設

せ

及

水

ま

地

排

き

団

の

で

瀬

道

は

の

水

と

川

下

こ
共

る

主主T有特環会些下水省の空空土室直

③
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全

公
共
用
水
域
の
水
質
汚
濁
の
原
因

と
し
て
生
活
排
水

・
工
場
排
水
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
工
場
排
水
は
、

排
水
基
準
に
よ

っ
て
規
制
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
生
活
排
水
に
は
排
水
基
準

が
あ
り
ま
せ
ん
。

下
水
道
は
生
活
排
水
を
中
心
と
し

た
汚
水
を
管
渠
で
終
末
処
理
場
に
集

め
て
適
切
に
処
理
す
る
の
で
、
河
川

な
ど
の
公
共
水
域
の
水
質
汚
濁
防
止

に
積
極
的
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、

豊
か
な
自
然
環
境
を
保
全
す
る
た
め

に
下
水
道
は
大
き
く
寄
与
し
て
い
る

の
で
す
。

業 者 名 イ主 所 電話番号

北陸水道工業側 黒部市前沢2691 52-0838 

附水環境センター 魚 津市吉島2106 24-7711 

ゴEコゴ 十支 工 業 制4 黒部市三日市2884-2 52-0243 

(却宝田配管所 魚津市印田1588 22-2687 

石原設 備 工業所 11 本江1535 22-2924 

高 4会 コニ 業 11 上口2-16-31 22-0545 

栄光繰 化興 業 側 11 吉島2-3-5 24-7666 

山沢配 管工業 11 上村木2-1-10 24-6133 

一 71く 11 大光寺62-30 24-6268 

後: 藤 酉己 管 月斤 11 t兵主主田3311 24-6807 

森 内 酉己 管 月斤 11 緑町4-2 22-5557 

ダイシン設イ蔚(捕 11 浜経団313 24-5611 

廃 j頼 置支 イ施 11 横枕775 32-8197 

中谷配 管工業 黒部市三 日市1067 52-0407 

ユーホー設備側 魚 津市釈迦堂 1-11-20 22-5711 

河崎設 備工 業 11 吉島217-5 24-2312 

ヰヒ I撞 ま/と、 手口 制4 11 釈迦堂ト13-1 24-3911 

畠 山 コニ 業 体的 11 吉島2-2-5 22-5330 

新日本マシナリー工業側 11 本新751 24-1881 

何事) ゴ/土、 設 イ箱 11 北鬼江364 24-1350 

(楠マツバラ工務庖 11 本江新町10-2 24-0908 

輪 コニ 業 月斤 11 吉 野312 24-1470 

岩 田 量5l: イ蔚 11 印田1617 22-2690 

メL 田 工 業 4鮒 黒部市中新503-3 52-1638 
z白h皇之 沼 主E 魚津市村木町6-2 22-0453 

北陸プラント建設側 11 道坂103-2 32-8280 



国
民
健
康
保
険
は
、
相

互
扶
助
の
精
神
で
あ
な
だ

の
健
康
と
い
の
ち
を
守
っ

て
い
ま
す
。

国
保
財
政
悪
化
の
兆
し

昭
和
臼
年
度
決
算
か
ら

|

|

歳
出
の
大
部
分
を
占
め
る
医
療
費
は
、
前
半
が
「
老
人」、
後
半
が
「
若
人
」

と
、
そ
れ
ぞ
れ
大
き
な
伸
ぴ
を
示
し
、
全
被
保
険
者
の
平
均
で
は
前
年
度

対
比
約
9
%
増
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
で
は
国
保
税
の
収
納
率
が
前

年
度
よ
り
ダ
ウ
ン
し
ま
し
た
。

(現

年
課
税
分
で

0
・
ぉ
%
減
)

1
億
円
余
り
の
繰
越
金
が
出
ま
し

た
が
、
元
年
度
の
国
保
税
の
税
率
と

賦
課
限
度
額
(
国
の
指
示
は
位
万
円
、

当
市
は

ω万
円
)
を
据
置
い
た
の
で
、

伸
び
続
け
る
医
療
費
に
充
当
す
る
と

消
え
て
し
ま
い
ま
す
。
今
後
の
状
況

次
第
で
は
今
年
度
は
赤
字
に
な
る
こ

と
さ
え
考
え
ら
れ
る
ほ
ど
で
す
。

増
え
続
け
る
医
療
費
、
低
下
傾
向

の
国
保
税
収
納
率
、
こ
の

2
つ
は
国

保
制
度
を
危
う
く
す
る
最
大
の
要
因

で
す
。
国
保
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

56，760千円

2.58% 

歳入会計 2;312，981千円

平成元年 7月

その他の収入

253，795千円

10.97% 

広報うあ、づ

その他の支出

40，964千円

1.86% 

一般会計繰入金

44，963千円

l.94% 

(17) 

国
保
税
の
納
入
は
き
ち
ん
と

今
月
は
元
年
度
の
納
付
書
が
届
く

月
で
、
第

1
期
の
納
期
に
な
っ
て
い

ま
す
。
国
保
は
市
町
村
単
位
で
運
営

さ
れ
て
い
る
相
互
扶
助
制
度
で
す
。

固
か
ら
高
率
の
助
成
金
が
く
る
も

の
の
、
基
本
は
皆
さ
ん
が
納
め
る
国

保
税
に
よ
り
成
り
立

っ
て
い
ま
す
。

そ
の
納
入
が
う
ま
く
い
か
な
い
と

た
ち
ま
ち
国
保
財
政
が
不
安
定
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
被
保
険
者

聞
の
負
担
の
公
平
と
い
う
点
か
ら
も

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
け
ま
せ
ん
。

何
事
に
よ
ら
ず
権
利
と
義
務
は

一

対
の
も
の
で
す
。
権
利
(
給
付
)
を

行
使
す
る
と
と
も
に
、
義
務
(
納
税
)

も
果
た
し
ま
し
ょ
う
。

(翌年度への繰越金 108，758千円)

保険給付費

1，590，402千円

72.15% 

歳出合計 2 ， 2.04 ~ 223千円

〔国保税は納期内に

納めましょう〕変
形
性
ひ
ざ
関
節
症

中
年
す
ぎ
の
人
が
、
「
ひ
ざ
が

痛
い
」
と
病
院
へ
行
く
と
「
変
形

性
膝
関
節
症
」
と
診
断
さ
れ
る
こ

と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
年

を
と
る
と
、
白
髪
や
し
わ
が
で
き

る
の
と
同
じ
老
化
現
象
で
す
が
、

年
齢
の
せ
い
だ
と
あ
き
ら
め
て
し

ま
わ
ず
、
ま
ず
専
門
医
に
相
談
す

る
こ
と
。
医
師
は
痛
み
の
様
子
を

見
な
が
ら
、
大
腿
(
た
い
)
四
頭

筋
(
太
も
も
の
前
面
の
筋
肉
)
の

強
化
運
動
、
温
熱
、
温
浴
療
法
な

ど
で
関
節
や
筋
肉
の
機
能
回
復
を

行
い

、
痛
み
ど
め
の
薬
も
処
方
し

て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。
水
が
た
ま

っ
て
痛
む
よ
う
な
ら
、
注
射
器
で

水
を
抜
く
こ
と
も
あ
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
治
療
を
行
っ
て
も
痛
み
が
よ

く
な
ら
な
い
場
合
は
手
術
と
い
う

方
法
も
あ
り
ま
す
。

病
院
で
の
治
療
と
と
も
に
、
日

常
生
活
で
は
次
の
よ
う
な
注
意
を
。

ま
ず
太
り
す
ぎ
を
解
消
し
た
い
。

と
い
っ
て
も
、
こ
れ
が
た
い
へ
ん

む
ず
か
し
い
の
で
す
が
、
減
量
で

き
な
く
て
も
、
い
ま
以
上
太
ら
な

い
よ
う
に
。

歩
き
す
ぎ
た
り
、
激
し
い
ス
ポ

ー
ツ
を
し
た
り
し
て
ひ
ざ
を
酷
使

す
る
の
は
い
け
ま
せ
ん
が
、
痛
い

か
ら
と
使
わ
な
い
の
は
な
お
い
け

ま
せ
ん
。
使
わ
な
け
れ
ば
筋
力
低

下
が
ま
す
ま
す
起
こ
っ
て
、
ち
ょ

っ
と
し
た
こ
と
で
水
が
た
ま
っ
た

り
、
病
気
が
慢
性
化
し
て
し
ま
い

ま
す
。
急
に
痛
み
だ
し
た
人
の
場
合
は

別
で
す
が
、
慢
性
的
な
人
は
正
し

く
適
度
な
運
動
を
根
気
よ
く
続
け

る
こ
と
。
動
く
こ
と
で
痛
み
が
と

れ
る
と
い
う
例
も
あ
り
ま
す
。
寒

い
と
き
に
は
悪
化
し
や
す
い
の
で
、

サ
ポ

l
タ
l
で
ひ
ざ
を
保
温
し
、

ゆ
っ
く
り
入
浴
し
血
行
を
よ
く
す

る
の
も
効
果
的
で
す
。
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療
セ
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療
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療
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日
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科
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科
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お問い合わせは

魚津市健康センター

(吉島)包24-3999

保健だより (7月〉
“禁煙はあなだにできるガン予防"

内 容 対 象 と き と ー ろ 備 考ー
母親学級(B) 妊婦とその家族 7月28日働 9 :30-16:00 ..・・ー・・.....ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー->畳食をご持参ください。l

育児サロン 幼児と保育者 7月14日幽 10 : 00 -11 : 30 
魚津市健康 :一→ ツベリクリン反応検査

4か月児健診 4か月児
7月13日休)

13 : 00 -13 : 30 センター を併せて行、、ます。
7月27日休) :ー→ 麻しん(はしか)の接

8か月児健診
8か月児

7月26日(*) 13:00-14:00 極券を発行します。

離乳食講習会 7月28日倒 13 : 00 -13 : 30 

-_-_ーーーーーーーーーーーーーーーーー・・・ーーーー・ー

歯ブラシとタオ jレをご

1歳6か月児健診 62年12月生まれの児 7月25日(火) 13 :00-14 :00 持参ください。

股関節脱臼検診 j前iJ3か月児
7月6日休)

13 :00-14: 00 魚津保健所
お母さんの貧血検査も

8月3日(ホ) 行し、ます。

61. 6.16-61.6.30生まれの児 7月5日(村

3歳児健診 61.7 .1-61.7 .15生まれの児 7月19日(7)¥) 13:00-14:00 魚津保健所 尿の検査があります。

61.7 .16-61. 7 .31生まれの児 8月2日(7)¥)

心の健康相談 一般市民 7月5日(水) 13 : 30 -15 : 00 魚津保健所 老人ポケの相談も受けます。

機能訓練 7月6日休) 割|車京は10:00-12:00

(リハビリテーション)
脳卒中後遺症のある人

7月20日(木)
10:00-15:00 魚津市健康 診察は13:00-14:00

センター 血圧測定、心電図、検原

健康相談 一般市民
7月20日(木) 13:00-14:00 診察が受けられます。

7月11日(火) 10 : 00 -11 : 30 百楽荘 血圧illiJ定、相談

ツベルクリン反応検査
8か月児

7月26日(*)
13 : 30 -14 : 00 魚津市健康センターB.C.G予防接種 7月28日倒

7月5日(7)¥) 下中 島 公民館 f事L斗tfしII: 7201.1J 
9:00-10:00 、4月1日一3月31臼

胃がん検診 一般市民 7月6日(木) 上中島公民館 までに40、50J波、60，次に

毎週水曜日 9:00-11 :00 黒部保健所
な人はる無人料、70 以 l二の

7月5日(7ド)
13 :00-14: 00 

下中島公民館
他申 -現f襲-来':;.，-十カずA...は30，次も

子宮がん検診 一般市民 7月6日(木) 上中島公民館
』しoJf込みみは、.'.1.¥1守11保
.........TEL52-1224 

随時市内産婦人科病、医院、申し込みは、健康センタ一。料金1，030円

7月5日(水) 下中島公民館
f不にま旦十なゴでし企るIに、4人31月0 3‘ OP:J 手L fヂ ん 一般市民 13 :00-14: 00 1、740日0地一、5以03上月、36無01料，~日民7月6日(木) 上中島公民館

10 :00-11: 30 
道下公民館

a且、
毎週月曜日 下中島公民館~ 

4・ T 19: 30-21 :00 ニケ公民館
』

毎週月 ・
10 : 00 -11 : 30 本江公民館 -体操の出来る服装で

健康体操と 円
木曜日

9:30-11 :00 経団公民館
おいで下さい。

一般市民 大町公民館

健康相談
10 : 00 -11 : 30 

村木公民館
-日をきめて健康相談

~" 1:. ~.、
毎週火曜日 西布施公民館 も実施しています。唱

市健康センター(男)L 

9:30-11 :30 
毎週水曜日 (女)

毎週木曜日 19:30-21:00 宮津公民館

。がん検診希望者は、実施日10日前まで魚津市健康センターへ申し込み下さい。予定数に達したら締切ります。
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や
さ
し
い
子
に
育
っ
て
ほ
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い
。

受
講
生
募
集
保
健
看
護
教
室

日
ご
ろ
の
健
康
観
察
や
応
急
手
当

家
庭
看
護
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
。

マ
期
間

7
月

i
m
月

7

回

(
初
回
は

7
月

μ
日
)

午
後

l
時
ぬ
分
1
3
時
初
分

魚
津
保
健
所

平成元年7月

マ
時
間

マ
場
所

マ
内
容
・
何
か
変
だ
な
?

(
健
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観
察

・
体
の
し
く
み
)

-
さ
あ
大
変
グ
身
に
つ
け
て
お
き

た
い
応
急
手
当

・
や

っ
て
み
よ
う
(
腰
痛
体
操
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肩
こ
り
体
操

人
工
呼
吸
法
)

.
婦
人
の
体
と
病
気

Q
ア
ン
ド

A

.
体
の
不
自
由
な
人
に
学
ぶ
/

申
し
込
み
は

7
月
初
日
ま
で
に

魚
津
保
健
所
保
健
係
へ

8
2
4
1
0
3
5
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住 と き と ろ と き と ー ろー ー
民 7月19日W) 9:30-10:30 東 蔵 公 民 館⑧ 7月28日幽 10: 25-11: 30 呂 j宰 公 民 倉吉
検 7月19日ヤド:) 13 : 15 -15 : 00 片貝公民館⑧ 7月28日幽 13 : 15 -15 : 00 下中島公民館
診
-、 7月21日幽 9: 30-10 :45 志むらの湯・ 前 8月2日(7}¥) 9: 30-11 :00 江口多目的研修センター

結核 7月21日幽 13 : 15 -14 : 00 印回公民館 8月2日(7}¥) 13 : 15 -15 : 00 経団漁協

と 7月21日幽 14 : 15 -15 : 00 回 公 民 自官 8月4日幽 9:30-11 :30 経 田 ム/.¥.ー 民 館

成 7月26日(水) 9:30-11 :00 ケ ム~、 民 主主 8月4日幽 13 : 15 -15 : 00 生ij，:又t 田 公 民 自官
人
7月26日(水) 13: 15 -15: 00 教育センタ 8月8日(刈 9:30-11 :30 経 田 公 民 倉吉
病
、- 7月28日幽 9:30-10: 10 川縁公民 館 8月8日(刈 13: 15 -15 : 00 経 田 公 民 館

⑧は成人病検診があります。受診票と健康手帳を持参してください。健診の案内が届いた方で、職場やその他で

健診を受けている方は、魚津市健康センターまでご連絡ください。(fi⑮3999)

守

r老
い
を
考
え
る

講
演
と
と

J
/

寸
劇
の
集
い

老
い
は
誰
に
で
も
や
っ

て
き
ま
す
。
自
分
の
老
い

を
考
え
る
と
と
も
に
、
老

い
た
人
と
の
触
れ
合
い
を

大
切
に
し
て
、
暮
ら
せ
る

家
庭
や
地
域
と
な
る
よ
う

次
の
集
い
を
開
催
し
ま
す
。

⑩
と
き

7
月

9
日
(
日
)

午
後

1
時
ぬ
分

1
4
時

⑩

と

こ

ろ

魚

津
平
安
閑

O
寸
劇
「
青
春
せ
ん
ま
い
け
」

O
講
演
「
老
人
の
痴
呆

と
つ
き
合
う
」

大
阪
府
立
大
学

大
国
美
智
子

O
相

談

会

大

国

先

生

他
医
師
、
ケ
ー
ス
ワ

ー
カ
ー
、
保
健
婦

※

参

加

費

無

料

皆
さ
ん
の
お
い
で
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

黒
部
保
健
所
か
ら
の
案
連

働
き
ざ
か
り
の
年
代
か
ら
、
毎
年

胃
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

た
だ
い
ま
予
約
受
付
中
で
す
。
特

に

ω歳
以
上
の
人
に
お
す
す
め
し
ま

す
。電

話
で
予
約
し
て
下
さ
い
。

※
検
診
日
毎
週
水
曜
日

(
午
前
中
)

※

料

金

閣

円

※
申
込
み
先
及
び
検
診
場
所

黒
部
保
健
所
宮
@
1
2
2
4

r.::!:;， 

邑
ご
利
用
下
さ
い

「
健
康
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
」

宮
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0
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4
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7
月
の
週
間
予
定
表
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耳
だ
れ
と
耳
の
痛
み

ω
子
供
の
夏
か
ぜ

附
妊
婦
と
ス
ポ
ー
ツ

附
見
つ
け
に
く
い
虫
歯

倒

水

洗

ト
イ
レ
で
わ
か
る

健
康
状
態

い
ろ
い
ろ
あ
る

H

め
ま
い
。
の
原
因

(日・土)
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失ロ ら せ injormation お

税務職員募集 消防設備士試験の案内 :~:富山県立大学
;::mmシンボルマーク募集~

屋内消火栓設備及び自動火災報知設備 ι:平成元年度の国家公務員採用III種試験

による税務職員を募集します。 などの消防用設備を、工事、整備及び点 ':: 平成2年4月に開学予定の富山県立大

0受験資格昭和44年 4月2日~

昭和47年 4月1日生の者

検するための試験が、次のとおり実施き ・:学のシンボルマーク(学章)を募集します。

れます。 ::。応募規定

0受付期間 7月5日(水:)-7月12日(水)

0申込み先 人事院中部事務局

0試験日 8月26日仕)・27日(日) :・ o応募資格高校生以上の方

0試験会場雄峰高等学校 ・: 0応募点数一人 l点

干460名古屋市中区三の丸2-5-1

0試験

o願書受付 7月3日-7月13日 :・ 0応募作品 B 5版ケント紙、画用紙

詳しいことは消防本部予防課まで ・: (色は何色でもよい)

・第1次 10月1日(日) fi 24-0295 
J芦専割 引

i~ ーー 一二oll日 必・第2次 11月6日開)-17日幽の 1日銭 前n::.nおq当 7，1 1，J，汲rmm 必コ~--=ヲ， ! ! 

教養試験 ・適性試験 ・作文試験

o作品内容 富山県立大学の顔として

県民が親しめる明るく新鮮なデザ

インであること。校旗、記章など

人物試験・身体検査 経 ~会~云'\J1 ()l 議 にも利用できるもの。
滋 に(~ );;主ヰ生二;(<D }{ <0 )=tIY .: .... : ..... 

0採用予定数 北陸地区で約50名 ~=// "二ノ ← ¥ノ、J 渓 o募集期間 7月15日-8月31日

0合格者発表平成元年12月13日(7t¥) 労災追放キャンペーン 言 。応募先、問合せ先
:::::; 

0問合せ先 議 7月1日-7月31日 芸 富山県総務部県立大学創設準備室

金沢国税局 人事第二課 : 詰 干930富山市新総曲輪 1-7 

二二---" 一一 きー私たちの町から 51 宮 (0762)31-2131 渋 宮 (0764)31-4111内線767

...一一一一一 緩 労働災害をなくしましょうー ;主魚津税務署総務課 ; ♂ 0表彰 最優秀作品 l点 (50万円)……--..-....…… . 0 
宮 (0765)24-1370 =ff: わが国では 1年間に80万人余りの人が ぷ 優秀作品 4点 (各5万円)
ミ .:.:.:.:.:.:-:.:.:.;.;~::::;: ;: ;:;:;:;.;:;:;:;:;:;.;:;. … :::::;労働災害によって職場でケガをし、命を さ o大学の概要

LPガス保安調査(7月)
円落としています。 o学部 ・学科

年1年間で107人の方が労 誌

新川地区を統合のうえ県認定調査機関と 芯 働災害にあい、このうち 4人の方が亡く 訟

なりました。富山県LPガス保安センタ ::-; なっています。 窓

一新川地区支所 fi24-5340 この労働災害をなくすことは、地域社 三

工学部機械システム工学科

電子情報工学科

短期大学部

農業技術学科/生物生産専攻1

l農業土木専攻j今月の実施区域…中央通り 1・2丁目、 2会の健全な発展を期するための大きな課 誌
火の宮、新宿、大海寺野 υ 題です。 (富山労働基準局) 環境工学科

側)自治総合センターが行う宝くじ収益金による普及広報活動

事業として、地域コミュニティの健全な発展を図ることを目的

としたコミュニティ助成事業により 、花と緑の銀行魚津支庖で

は、市道魚津中央線(通称22m道路)の双葉町 (鴨川)-新宿

交差点までの約300mの歩道上にフラワーポットを設置し、川原

町区 ・東小路区 ・新宿一区の町内会をはじめ、地域住民の協力

のもとに「サルビア」を植え、 「水と緑のあふれるうるおいの

あるまちづ.く り」を図っています。

フラワーポットを設置
(コミュニティ助成事業)

魚津消防本部では、沿岸における漁船並びに小型船舶等の海

難事故防止と水難事故による人命 ・船舶の救助を目的とした魚

津救難所海難救助実施訓練を次のとおり行います。また流出油

事故防ぎょ訓練を併せて行います。

0と き 平成元年 7月5自体)午前 9時30分から

0ところ 魚津市経団漁港内

0訓練種目

・油タンク火災防ぎょ訓練 ・流出油防止訓練

・転落者捜索救助訓練 ・火災船救助訓練

|ご利用ください|キャプテンサービス(テレビ画面案内)ー市役所ロビー水族館無料休憩所ー
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じ〉善意銀行へ

住田由美子港 町

高島政一蛇 田

森 重則吉 島

野村幸男立 石

情)魚津銀金吉 島

溝口省三舛 方

友田道治新角川二丁目

大野昭二北鬼江

朝田美尾子大海寺新

浜岡秀幸港 町

魚津保育園職員一同

石坂貞子新角川二丁目

猟沢良j告火の宮町

寺口 均経田中町

有沢武雄本町二丁目

平野宗一村木町 30，000円

鹿熊忠夫港 町 10，000円

竹田賢治本江元町 25，000円

[>社会福祉基金として

せ

川の瀬市営住宅

rmαtlon 

入居者募集中

片員大橋北側 8号線沿いに川の瀬市営

住宅4階建て 1棟24戸が完成しました。

魚津市内に在住又は勤務の方で住宅に

困り、同居者のある方は申込みができま

す。ただし、扶養者の数によりそれぞれ

所得制限がありますので、詳しくは市ー役

所建設課建築住宅係(宮22ー2200内線334)

へお問い合わせください

0間取り 3DK ( 1階は2LDK)・浴室 ・

便所 ・サンルームなど。

0家賃月額40，000円

o敷金家賃の3か月分

納期案内
固定資産税第2期分

目立乾燥機の

リコールについて

昭和59年 9月から昭和61年 8月の間に

製造しました下記の衣類乾燥機に極めて

少数で・すが発煙を生じるものがでました。

該当機種の点検と部品交換を無料で実

施させていただいております。

まだ点検のお済みでない方は、至急お

近くの取扱い庖へ申し出ください。

0該当機種の形名及び対象製造番号

形 名 対象製造番号

DE -770LX 全番号

2 DEL -775LX 全番号

3 DE-77IX 600000 I -6009268 

4 DEL -776X 600000 I -6004976 

5 DE-77IXC 600000 I -6000582 

6 DE -722X 600000 I -600 I 249 

国民健康保険税 第 1期分 | 湿路樹続殺縄出掛端部掛組長燐鎚揺斡館協掛

納期限は7月31日恰)です| 富山県 竣

統計グラフコンクール 議

カメ虫類の防除 ぷ =一作品募集=ー 譲
1. 7月中旬までに、畦畔や農道、雑草三応募締切 9月7日附必着 稽

地の草刈りを徹底しましょう 。 ..提出先 ・問合せ先 富山県総務部統計課

刈り取った雑草を放置しておくと「着.. 干930富山市新総曲輪 1-7 
石坂進一 100，000円 色米」の発生源となり 、 「カメムシ」

宮 (0764)31-4111内線404
(魚津市新角川 2-8-2) の生息地となって斑点米の原因となり..・

竹 米二 100，000円 ますから、推肥にするか、焼却しまし三: 吋
議「くらしと物価」通信講座開催

ょっ。 ・: 巳(魚津市本町 1-1-6)

b市広報送付謝礼として

山本与一

(大阪市東区船越町)

10，000円

己完O募集人員 100人
2. 穂揃期及び傾穂期の 2回防除を徹底::::: ~ 

しましょう 。 日 ~o募集期限 7月21日まで
3 本国防除と併せて、農道、畦畔を単>~ ~O 申込及び間合先 県庁県民生活課
剤で防除しましょう 。 ::::: ft0764-31-411l附)

求めています.グく求人情報〉 探していますグく求職情報〉
性別 職 種 年齢 賃金 資格等 性別 希望職、極 年齢 住所 希賃望金 免許 ・資格 前職・経験等 学歴

水道設備設計 40-55 30-351円 水道詩文f有~Ii設計
会I担I、- 理II 者 管理II所者

大!~~ 44 f争、 ・弥il反寺
万円 大 J~I~ 、大特

運転手25年 中学逆転手 25 けん引

自動車販売 20-35 15，6 普免 i仮売 30 "友道 20 
普免、2級自 自動車販売10年 高校動110:準備士

男 営 業 18-30 11.7-13.7 不問 男 営業 39 "三ケ 25 普 免 営業21年 高校

連 転 手 40-55 16.5-17.5 普免
" 

機械工 20 "真成寺町 15 
普免、低圧 空調自動機総

高校
電気工~.~士 の点検等2年

機 械 工 25-55 15-30 不問 運転手 25 "経団中a町 15 大型 2極
カセ yトァー

高校
プ制造2年

iW -;f;' ，1<盤 織 18-60 14-28 i!f.;(i部婦、-;f;'
ずj'議長ir}.助産婦 議婦、Jt}Jsff婦 ij!l仕立戦 26 "大海寺野 10 普 免

パタンナー :;:11-1"1 
と裁断2年 守一二一司ヨ〈

短大卒、保母
. ， 看 議助手 20-40 10.1 

資絡(できれば)
一殺事務 23 " 上村木 10 1日t 免

配達、
短大逆転手3年

女 組立、 illiJ定、検査係 16-45 10.1-11.7 不問 女 11 23 "黒谷 12 普ilr-写免技、能TIll2jf級作
機械部品仕

高校上工紅5年

靴下仕上工 18-45 11. 5 不問 歯科助手 32 " 青島 10 普E未算免2、級tli!f、ヰ助手調理師 歯科助手9年 高校

樹脂製品検査梱包 18-45 10-10.1 不問 看議助手 25 " 慶聖子 10 立目立 免看護助手3年 ;n-議
学校

※詳しくは、魚津公共職業安定所(宮24一0365)へお間合わせください。求人テレフォン ・サービスfi24-8841 男(月~木)、女(金~日 )

〈ご利用ください〉市政情報テレホン・サービスft22-3600
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白
熱
し
た

親
子
運
動
会

片 5

縄 fi
学云
校とZ

6
月
日
日
(
日
)
、
片
貝
小
学
校
の

親
子
運
動
会
は
、
前
夜
か
ら
降

っ
た

雨
の
た
め
体
育
館
の
中
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
の
運
動
会
は
、
父
母
を
中
心
と

す
る
育
成
会
が
学
校
と
協
力
し
合
っ

て
実
施
し
た
も
の
で
す
。

二
人
三
脚
、
借
り
物
競
走
、

綱
引

き
な
ど
子
供
達
、
お
父
さ
ん
、
お
母

さ
ん
が
赤

・
白
に
分
れ
て
元
気
い
っ

ぱ
い
競
技
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ク

・
ダ
ン
ス
は
ち
ょ
っ
ぴ

り
照
れ
く
さ
そ
う
に
し
て
い
た

の
が

印
象
的
で
し
た
。

白
熱
し
た
運
動
会
も
結
局
、
赤

m

点
、
白

m点
の
引
き
分
け
に
終
わ
り

ま
し
た
。

み
ん
な
の
び
の
び
と
動
き
ま
わ
り

大
き
な
声
援
が
体
育
館
一
杯
に
広
が

り
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

6
月
2
日
(
金
)

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
(
朝
野
輝
久

会
長
)
は
、
高
齢
者
社
会
活
動
参
加
促

進
事
業
の
一
環
と
し
て
、
天
神
山
城

跡
周
辺
の
雑
草
刈
り
を
し
ま
し
た
。

天
神
山
に
は
、

吉
田
記
念
市
立
郷

土
館
や
歴
史
民
族
資
料
館
な
ど
の
市

施
設
が
あ
る
こ
と
や
、
風
光
明
燭
な

所
と
し
て
市
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

こ
の
日
の
お
年
寄
り
た
ち
の
清
掃

活
動
に
よ
っ
て
大
変
き
れ
い

に
な
り
、

一
層
市
民
に
親
し
ま
れ
る
所
と
な
り

ま
し
た
。

つべ部 6 合 ^ 

子ン員月青恒 〆、
広チが 11年例 ゑ、ノ
場七午日部と •• g:::.~._..t:.t/:〆
へ基前にの内散歩
設を中行べ
置製ーわンたヲ~1~~W?
し作杯れチ魚、 ぷ行!九七
ま 、か 、づ津 :ーソソ
し市か 20 <地 弓二1う:}.
た内 つ 人り域.-" -:'::.~ 

のでは活建 1

ち木ど動築 17
び製のが組 ノ

ジ
ヨ
ハ療
機物一糸
講
座

県
民
ス
ポ
ト
ツ
大
学
校

「ジ

ョ
ギ

ン
グ
」
講
座
が
市
立
東
部
中
学
校
体

育
館
で
行
わ
れ
、
日
人
の
市
民
が
メ

キ
シ
コ
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
銀
メ
ダ
リ
ス

ト
君
原
健
二
氏
の
講
話
と
実
技
指
導

を
受
け
ま
し
た
。

研
今
年

4

か
ら
北
陸
セ
ラ
ミ

ッ
ク

(
株
)
で
タ
イ
の
研
修
生
初
人
が
ハ
イ

テ
ク
技
術
を
学
ぶ
た
め
に
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

研
修
生
た
ち
は
、

7
月
日
日
ま
で

の
研
修
を
終
え
た
後
、
タ
イ
の
チ
ェ

ン
マ
イ
県
ラ
プ
l

ン
市
に
設
立
さ
れ

た
エ
レ
ク
ト
ロ

・
セ
ラ
ミ

ッ
ク

・
タ

イ
ラ
ン
ド
(
北
陸
セ
ラ
ミ

ッ
ク
、
日
本

カ
ー
バ
イ
ド
出
資
)
で
働
く
予
定
で
す
。

ま
た
、
チ
ェ
ン
マ
イ
市
と
魚
津
市

は
8
月
の
魚
津
ま
つ
り
に
国
際
友
好

親
善
都
市
の
提
携
が
さ
れ
ま
す
。

印刷/魚津印刷株式会社

ロ

人(前月対比)

23.823 (+ 6) 

25.847 (+ 3) 

49.670 (+ 9) 

13.876世帯

人

編集/企画広報室

の

(6月1日現在)

)

)

計

数

男

女

-

(

(

帯

口人

世

市


